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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第148回 年次総大会報告

1978年4月1，2日 の両 日に，ユタ 州ソル トレーク ・シテ ィー，.

テ ンブルスク ェア，タ バナクル にお いて催さ'れた 大会の 説教

はる
「聴け
，汝 らわが教会の人々よ。……遙かな

る所 より耳 を傾けよ。海の島々にある者 よ，

共に聴け。」(教 義 と聖約1：1)

総 大会の霊感あふれるメッセージには，教

義 と聖約のこの冒頭の言葉がぴった りである。

本年4月 の総大会，す なわち末 日聖徒 イエス ・

キ リス ト教会第148回 年 次総大会は，このよ

うな霊的な雰囲気の下に催された。

大会はスペ ンサー ・W・ キンボール大管長

の管理の下に開かれ，土曜 日午前の最初の一

般大会 で;新 たに4人 の教会幹部の名前が提

示 され，七十人第一定貝会会員 として支持 さ

れた。 また，キンボール大管長から，系図に

関する 「ふた.つの大切なプログラム」の発表

があった。ひ とつは，「個人の歴史を書 き，家

族の組織化 を図る」 こと，および 「4代 家族

の記録プログラム」， もうひ とつは，「系図記

録か ら人名 を抄 出す るプログラム」 である。

可能 であれば4代 以上 さかのぼ って系図を調

べて家族の記録 を作成するよう大管長から勧

めが あった。またこのよ うに して，4代 家族

の記録プログラム と並行 して，人名抄出プロ

グラムが実施 され ることになった。(p.2参

照)

この大会には，合衆 国外に住む11名 の地域

担当教会幹部 をは じめ，183名 の地 区代 表，

900名 の ステーキ部長，そのほか世界 各地か

ら大勢の指導者が出席した。

大会 は4月1日(土)，2日(日)の 両 日催

され，総：勢66名 の教会幹部の内，32名 が説教

を行なった。七十人第一定貝会は，4人 の会

貝が加 わって47名 となった。新 たに会員 とな

ったのは，以下の4人 である。カリフォルニ

ア州のロナル ド・E・ ポールマン長老，英国

のデ リック・A・カスバー ト，ソル トレー ク ・

シティーのロバー ト ・L・ バ ックマン長老，

同 じくレックス ・C・ リーブ長老。(略 歴に関

してはp.164を 参 照)

大会はテンプルス クェアのタバナ クルで開

かれたが，アセンブ リーホールと近 くの ソル

トパ レスにも会場が設け られた。大会の時間

は，4月1日(土)午 前7時(福 祉部会)， 午

前10時 ， 午後2時 ，午後7時(神 権部会)，4

月2日(日)午 前10時 ， 午後2時 である。

大会の模様 は，合衆国 とカナダのテレビ局

215局 と125の 有 線テレビ放送，合衆国のラジ

オ局51局 ，中南米75局 ， オース トラ リア44局 ，

ヨー ロッパ，アフ リカ， 中南米向けの短波放

送局1局 ，FM放 送 局7局 から放送 された。

また，合衆国 とヨー ロッパの331ヵ 所 で有線

放 送が行なわれた。そのほか，世 界の1，360

ヵ所 で，神権部会の模様が放送 された。

さらに，.3月31日 には，教会本部ビルで地

区代表セ ミナーが催 され， キンボール大管長

か らステーキ部大会 を年に2回 とすること，

また1979年 に合衆国内の数 ヵ所 で地域大会が

開かれることが発表 された。そのほか，政治

に関する事柄，大会，簡易化，系図，伝道等

につ いて， キンボール大管長か ら重要 な指示

が幾っか与 えられた。(詳細については，p.153

を参 照)'
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1978年4月1日(土)午 前 の部 におけ る説教

生命と救 いに至る

まことの道

大 管 長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

私たちが今 日この世に告 げる最も大切な

メッセージは，イエス ・キ リス トが生さ

ておられ，私たちに生命の道を示 して下

さっているということである

兄 剃 市妹の皆 さん・信教 の自由の下 にこう
して再びきょう皆 さんにお会いす ること

がで き，感謝の気持ちで一杯である。また，

教会の忠実な聖徒 たちの献身に も感謝 したい

と思 う。私はこれまで機会あるごとに 「歩み

を速める」 よう皆さんに呼び掛けてきたが，

これからも引き続 きそのように勧めてゆきた

い。 と同時に，現在皆さんがその勧告に応え

て下 さっていることに対 して感謝 を申し上 げ

たい。多 くの人々が勧告に従い， 自分の家や

庭を美 しくし，可能 な限 り菜園を造 っている。

そして土に親 しむことを忘 れず，幾 らかでも

自分 たちで食料と物資を確保す るように努 力

している。

で きるだけ自分の敷地内で食物 を栽培する

ようにしていただきたい。木いちごやぶ どう

など，果樹が最 も望 ましい。気候に適 してい

れば，これを植 えるように していただきたい。

また，野菜 を栽培 し， 自分の菜園か ら収穫 し
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た もの を食べ るように していただきたい。ア

パー トや共同住宅に住んでいる人も，植木鉢

やプランターを使えば少しは栽培す ることが

できるはずである。

以前に も申し上げたように，教会貝の大半

が伝道活動に大 きな関心を寄せている。 また，

すべての人々に回復の良きお とずれを携 えて

行 く宣教師 を備 え，福音を宣べ伝 えようとの

決意を新たにするよう，私たちは多くの国々で

訴えてきた。その訴えに も，多 くの教会員が

心 を向けている。 さらに私は，生者への伝道

と同様に，死者のための神殿活動 も急 ぐ必要

があると感 じている。 なぜ ならば，このふた

つは基本的に同 じだか らである。私 は先 日も

教会幹部の兄弟たちに話 したが，死者のため

のこの業のことがいつ も私 の心 を離れない。

大管長会 と十二使徒 評議員会は先頃， この

非常に大切 な業を早急に推 し進めるためには

どの ようにすればよいかについていろいろと

検討 を加 えた。そ して，ふたつの大切 なプロ

グラムを強調す ることになった。

第1に ，教会員はすべて個人の歴史を書き，

家族の組織化を図るようにする。また私たち

は4代 家族の記録プログラムの重要性 をここ

で再 び強調 し， このプログラムに関する責任

を個 人と家族の双肩に直接課 したい と思 う。

さらに可能であれば，4代 以上 さかのぼって

調べ，家族の記録 を作成す るよ うにする とよ

いQ

第2に ，系図記録か ら人名 を抄出するプロ

グラムを実施する。教会員は2マ イル行 く精

神 をもって， この抄出プログラムに従事 し，

奉仕するように していただきたい。このプロ

グラムは地元の神権指導者が管理 し，運営す

る。従って詳細については地元の神権指導者

に尋ねていただ きたい。

私の書斎の本棚 には，33冊 の分厚い 日記帳

が並んでいる。毎年1冊 ずつ毎 日の出来事 を

記 してきた日記帳である。その中には，訪 問

した世界各国のこと，そこで開いた集会，出

会った人々， 自分が執行 した結婚式，そのほ



か 自分の家族に とって興味のありそうなこと

が記録されている。それ らが いつか教会のた

めにも役立てば と願っている。

私はこの教会の全会員に， 自分の家族の歴

史に深 く関心 を寄せ るように，また両親や祖

父.母に彼 らの 日記 を書 くことを勧め るように

切にお願い したい。いかなる家族 も，子供や

孫，曾孫のために 自分の記憶にある事柄 を書

き残さずに永遠の世 界に行 くこ とのない よう

にしていただ きたい。 これは義務であ り，責

任である。 したが って，子供たちに個人の歴

.史や 日記 を書かせ るようにしていただきたい。

先頃，教会本部を訪れてきたあ る政府の高

官が次のように述べ た。

「家族 ほど重要なものはあ りません
。家族

は私 たちの文 明の力の基 です。そ うであ りな

が ら，現実にはそのことが忘れ られているよ

うです。家族は とても大切 です。家族は道徳

的な力の源であり，心身の健康 をもたらす主

要な源であり，災いか ら身を守る避け所 です。

また，私たちを堅固にする原則や概念をいつ

まで も存続させ る環境 を与 えて くれる唯一の

場で もあ ります。

議会小委員会 で家族の大切 なことについて

述べ た人のことを，私は今で も覚 えています。

彼はこう言っていました。『皆さんは家族 をな

お ざりにす る前に，有史以来人類社会は子供

を養育 し，訓練す ることに終始 してきたこと

を認識 しなければな りません。家族 を忘れる

前に，歴 史上 のすべての文明が， なぜ家族に

固執 してきたか を理解する必要があります』

と。あなたの教会 で家族の大切 さが強調され

ていることは本当に素晴 らしいこ とだと思い

ます。」

福音は家族に結び付いた ものである。霊的

な家庭の夕べ を定期的に開こうと決意し，そ

のプログラムの内容 をよ く計画す ることによ

って，私たちは子供たちに永久に忘 れること

のない教 えを施す ことができるのである。こ

のように して私たちが子供 たちに自分の時間

ス ペ ンサ ー ・W・キ ンボー ル 大 管 長

3



を捧げ る時，親子の対話 という何物に も代 え

難い贈 り物 を与えるこ とになるのである。

家庭の夕べのテキス トには，数 多くの良い

提案が載っている。 しか し，家族 に特に満た

す必要のある事柄がある場合，両親はこのテ

キス トに とらわれず， 自分たちの受けた霊感

に従 うようにす る。私たちが家庭にあ る福音

の畑から取れるもので家族 を養お うとする時

に，教会の集会か ら得 られるものはその栄養

を十分に補 うことだろう。しか し，教会の集

会は決 して彼 らの主食とはなり得 ないのであ

る。

家庭は聖徒 たちの苗床である。 しか しまだ

望 ましい状態にない家庭が多 く見受け られる。

暴力の絶えない家庭，愛のない家庭，真理 を

教 えていない家庭，このような家庭であって

も，子供たちの帰る所は家庭 しかないのであ

る。

私たちは，新聞でよ く報 じられているよっ

に，幼児の虐待が 多いことを非常に憂慮 して

いる。子供 に危害 を加える親がひとりで もい

ることは重大な問題である。主は幼な子を愛

して，こう言われた。

「幼な子 らをそのままに してお きなさい。

わたしのところに来るの をとめてはならない。

天国はこのような者の国である。」(マ タイ19：

14)

末 日聖徒の親は，幼 児の虐待 という最 も極

悪非道 な罪 を犯す ことのないようにしていた

だきたい。

最近の合衆国政府の統計によると，離婚 と
まんえん

い う流行病は全国に蔓延 し，離婚率：は増加の

一途 をたどっている。1975年 の離婚お よび婚

姻の無効宣告は100万 件以上に上ってお り，

この数字は今 までの最高である。

昨年は，結婚2組 につ き，離婚が1組 とな

っている。その数は1966年 の2倍 ，1950年 の

約3倍 に達す る。 しか もこの ような家庭の崩

壊の犠牲となった18歳 未満の子供たちは100

万人 を上回ると言われている。また， そのた

めに被った精神的な苦痛は，おとなとは地較に
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な らないほど深刻である。

この ような大切な事柄に対 して無関心と無

頓着を装 う人もかなり多い。しか しこのこと

を重要視 し， よく心に思い計 る人は，家庭の

崩壊が国家の滅亡 を招 くこ とを痛感す るに違

いない。この ことに関 して疑問の余地はない

であろ う。これは，世 の歴史家や歴史的な考

察 を行 なっているすべての人が打 ち出 してい

る結論 でもある。

私たちは， いろいろなプログラムの主唱者

たちが家庭 と家族の神聖 さにほとんど関心 を

払お うとしないことに何 とも理解 し難いもの

を感 じている。

私たちが最 も関心を抱いているのは，子供

から青少年期を経ておとなに至るまでの家族全

員の霊的，道徳的，情緒的健康 を図ることで

ある。

1974年 に合衆国内で堕胎によって生命 を絶

たれた胎児は10g万 人 を上回った と言われて

いる。 しか もこの数年 間，その数 は爆発的な

増加 を示 している。私たちはここで再 び，特

殊な場合 を除いて，堕胎には全面的に反対で

あることを確認 してお きたい。

次に，教会の素晴らしい女性たちに感謝 し

たい。私 たちは教会の女性たちを心か ら愛 し

ている。その愛は， 自分の妻や母，祖母や妹，

あるいは友人に対するもの と同 じくらいに深

い6い つか これまでの神権時代 の出来事 がす

べて明らか にされる時には，教会の女性たち

の知恵と勇気 と献身の物語が沢山紹介される

ことだろう。主イエス ・キ リス トの復活後，

最初にキ リス トの墓 を訪れたのが女性 であっ

たように，・教会の義 しい女性 たーちはいつ も永

遠の行 ぐ末に敏 感だからである。ある識者が

賢明 に も述べているように，母親の言葉は私

たちに不変の影響 をもたらす。 しか し，私た

ちの心を永遠に，'しか も大 きく揺 り動 かす も

のに母親め愛があることを忘れてはな らない。

ところが，現在の世の傾向はこれ とは逆で

母親の愛が次第に失われつつある。私たちは

このことを憂慮 している。神は女性 に，子供



を幼 ない時代か ら導 く責任 を託 してお られる。

一方男性や教会には
，初期の教育で足 りなか

った所 を補 う役割が課せ られてい るのである。

それに引き換え， 人生の後半に訪 れる喜 びの

多 くは，子供が まだ幼い時に母親が家庭 で与

えた影響 に負 うところが大 きいのである。

ゲーテはこう語っている。「女性の高貴な特

質は私たちを駆 り立てずにはおかない。」(ゲ

ーテ 「ファウス ト」)

また聖典 には， 「女 は，また男の光栄 であ

る」(1コ リン ト11：7)と 記 されている。

末 日の聖典 はこう戒めている。「妻たる者は

夫の死に至 るまで夫に扶養 を要求する権 利あ.

り。」(教 義 と聖約83：2)ま た妻には夫に尊

敬 と忠節 と思いや りを求め る権利がある。そ

の微妙で，かつ麗 しい関係の中に，神権者 と

の絆があるからである。

私 たちは，教会 の姉妹 たちが才能 を伸 ばし，

表現力 を増 していることを驚 くと同時に， そ

れ を喜ば しく感 じている。確かに教会の教育

制度 は女性のために多大の貢献 をして きた。

他のいかなる団体 よ りも，私た ちは女性の

才能 と技術の習得に熱心である。それは，教

会の教育プログラムが単 にこの世 に とどまら

ず，永遠にわたる教育であると信 じているか

らである。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会は，設立当

初から女性の進歩成長 を図ってきた。女性の

理想像について最初に語ったのは，予言者 ジ

ョセブ ・ス ミスであった。ジョセラ ・ス ミス

は，最 も純粋 な言葉 で女性 を擁護 し，女性が

母親 として;病 人の看護 人として，あるいは

地域社会の高 まいな理想の推進者，道徳の守

り手 として存分に 自己を表現する自由を女性

に与えたのである。

これ以上に何 を女性は望むだろうか。 また

夫が妻に求めるものでこれ以上の ものがある

だろうカ〕。男性に とって も， この標準にかな

う生活 を.したい と願 うこと以上 に大 きな望み

があるだろうか。

予言者ジョセブ ・ス ミスは，末 日聖徒の女

性が この崇高な目標 を達成できるようにと扶

助協会 を組織 した。今 日この組織は，女性の

進歩成長 を図.るために世界各地に会員 を擁す

る大 きな組織 となっている。

讃美歌の中に 「高 きに栄えて」(140番)と

い う教義的でしか も慈愛にあふれた歌がある。

この讃美歌 を歌 うたびに，私 たちは最 も高貴

な母親の気品と，天に住みたもう御母の女王

としての優 しさを感 じずにはお られない。そ

しで この世 の母が私 たちにどれほど大きな

感化 を与 えているか を知 り，私たちが天の御

母 のみ もとに帰れるような生活 をするならば，

この世の母が もたらす影響を過小評価するこ

ともないであろう。

愛する兄弟姉妹 の皆さん，私は神が生きて

お られることを証す る。イエス ・キリス トも

生 きておられる。キ リス トは生命 と救いに至

るまことの道を定め られたお方である。

これが末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の伝

える，今 日この世 における最 も大切なメッセ

ージである
。イエス ・キ リス トは神の御子で

あ り，御父からこの世 の救い主 として選ばれ

たお方であ る。キ リス トの来臨は誕生の何世

紀 も前に予言されていた。その示現は，アダ

ムを初め，モーセ， イザヤ，エ レミヤ，エゼ

キエル， リーハ イ，ニーファイ，ベンジャ ミ

ン王，アルマ，サムエルなど， 多くの予言者

たちと， そのほか永遠の母であるマ リヤ も見

ている。

近代の予言者，故 ジェームズ ・E・ タルメ

ージ長老は
，イエスについて次のように宣言

している。

「今
，生 きてい ると死んでいるとにかかわ

らず，無数の人々の厳粛な証が，このイエス

こそ神であ り，生ける神の御子であることを，

また人類の購 い主，救い主であって， 人間の

身 も霊 も裁 く永遠の裁 き主であ り，父なる神

が選んで油注 ぎた もうた御方，すなわち 『キ

リス ト』であると異口同音に宣言 している。

.まことに イエス ・キ リス トは過去において
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[

も現在において も，エホバであ り，アダムの

神， ノアの神 であ り，アブラハム，イサ ク，

ヤ コブの神であ り， またイスラエルの神であ

る。また様々の時代の予言者の語った神であ

り，万国の民の神 であ り，またやがて 『王の

王』『主の主』として地上に君臨 したもう神で

ある。」(「基督イエス」PP.2，4)

そ れではこの世におけ るキ リス トの使命は

何であろ うか。

「神は自分のかたちに人を創造 された
。す

なわち，神のかたちに創造 し，男 と女 とに創

造 された。」(創 世紀1：27)

人 は神のか たちに創造 され，前世 と来世 の

中間に位置す るこの死すべ き世 の生活を経験

す るためにこの地上に置かれた。

しか し，私たちの父祖アダム とイヴは神の

み言葉に径わずに禁 じられた木の実 を食べ，

死すべ き体 となった。その結果，アダム とイ

ヴ㌧ それに彼らのすべ ての子孫は肉体の死 と

霊の死 を受けるようになった。(肉 体の死 とは

霊 と体が分離することであ り，霊の死 とは霊

が神 のみ前か ら断ち切 られること，すなわち

霊に関わる事柄の死 を意味す る)

そ こでアダムが再び元の状態(神 のみ前)

に立ち返 るためには， この不従順の結果か ら

贈われる必要があった。そのために神の崇高

な計画の下に，死の縄 目を解 く贈 い主が備え

られ，主の復活によって この地上に住むすべ

ての人々の霊 と体が再び結合することが可能

になったのである。

このみ業を推 し進め，肉体の死 を征服する

ためにこ.の世に来 るよう創世の以前に選ばれ、

たお方 こそ，ナザレのイエスである。イエス
とが

の自発的な行為 によって，アダム とイヴの省

は貝費われ，人の霊は再び体に返って霊 と体が

ひとつ となることになったのである。

イエス ・キ リス トはこの世のだれ よりも人

類に大 きな影響を及ぼしたお方である。天父

とこの世の母 との間の子供 として生 まれ，33

年 間の生涯を送られた。 しか しその内の30年

間は，この世における使命を果たす準備に費
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や された。それか らヨルダン川に出掛けて行

き，いとこであるバプテスマの ヨハネか ら水

に沈められるバプテスマ を受けられた。イエ

ス ・キ リス トはこの象徴的な儀式 を自ら受け

ることによって，バプテスマこそ教会に入る

門であることを万人に示 さ.れたのであった。

この時に，御父はこの重大な出来事 を，次の

ようなみ言葉 をもって承認 した もうた。 「こ

れはわたしの愛す る子，わたしの心にかな う

者である。」(マ タイ3：17)

そ の後3年 間，救い主は人類のために働 き

たもうた。病める者を癒 し，盲 人の 目を開け，

悪霊 を追い出 し，死者 をよみがえらせた もう

た。また悩め る者に慰め を与え，愛の福音の

良 きおとずれ を人々に宣べ伝え，御 父につい

て証 を述べ，永遠の救 いの計画を教 え，人に

救いをもたらすために設けられた組織すなわ

ちキ リス トの教会の基 を据 えられたのである。

この教会はバプテスマの ヨハネの教会で もな

ければ，ペテ ロ，パウロ， あるいはそのほか

だれの教会で もない。キリス ト御 自身の教会

であ り，キ リス トがこの教会の頭なのである。

キ リス トが教会 を組織 されたことは，新約

聖書に詳 しく記録 されている。エペソ書に，

イエス・キ リス トの教会 は，「使徒たちや預言

者たちという土台の上に建て られた ものであ

って，キ リス ト・イエス ご自身が隅のか しら

石である」(エ ペ ソ2：20)と 述べ られている。

また救い主はペテ ロにこう告げておられる。

「わたしは
，あなたに天国のかぎを授けよう。

そして， あなたが地上でつ な ぐことは，天で

もつながれ，あなたが地上 で解 くことは天で

も解かれるであろう。」(マ タイ16：19)

キ リス トは この御 自身の教会に十二使徒 と

七十 人を選び，御 自分が御父から承認 された

ことを宣べ伝える権威 を彼 らに授けられた。

アメ リカ大陸でも，神殿の周囲に集 まった人

々に，御 父はイエス ・キリス トを紹介 して次

の ように言われた。

・「わが喜ぶ愛子 を見 よ。われはこれに由 り

てす でにわが名の栄光 を示 しぬ。わが愛子に



聞け。」(IIIニ ー ファイ11：7)

また，この世での務めを終えるに先立ち，

主は愛する使徒ペテロ，ヤ コブ， ヨハネの3

人 を伴って変貌の山に行かれた。その時の模

様が聖典 にこう記されている。

「六 日ののち
，イエスはペテロ，ヤ コブ，

ヤ コブの兄弟 ヨハネだけを連れて，高い山に

登 られた。

ところが，彼 らの目の前でイエスの姿が変

り， その顔は 日のように輝 き，その衣は光の

ように白くなった。

す ると，見よ，モーセ とエ リヤが彼 らに現

れて，イエス と語 り合って いた。

ペ テロはイエスにむかって言 った，『主よ，

わた した ちが ここにいるのは，すばらしいこ

とです。 もし，おさしつかえなければ，わた

しは ここに小屋 を三つ建てましょう。一つは

あなたのために，一つはモーセのために，一

つはエ リヤのために』。

彼がまだ話 し終 えない うちに，たちまち，

輝 く雲が彼らをおおい，そして雲の中か ら声

がした，『これはわた しの愛する子，わたしの

心にかなう者である。これに聞け』。

弟子たちはこれを聞いて非常 に恐れ，顔を

地に伏せた。

イエスは近づ いて きて，手 を彼 らにおいて

言われた，『起 きなさい，恐れ ることはない』。

彼 らが 目をあげると，イエスのほかには，

だれ も見えなかった。」(マ タイ17：1-8)

この神権時代 にも，栄えある出来事が予言

者 ジョセブ ・ス ミスに起こった。ジ ョセブ ・

ス ミスはその時の模様 をこう証 している。

「私は筆紙に尽 し難い輝 きと栄光 とを有ち

たもう二人の御方が私の真上の空中に立ちた

もっのを見た。そしてその中のお一人が私に

言葉 をかけて私 の名 を呼びたまい，他のお一

人を指 して 『こはわが愛子 なり，彼に聞け』

と仰せ られた。」(ジ ョセブ ・ス ミス2：17)

これは救 い主イエス ・キ リス トが実在のお

方であることの もうひ とつの証 である。

私は何度 も繰 り返 し皆 さんに証する。イエ

ス ・キ リス トは神の御子である。主は確かに

予言者ジョセブ ・ス ミスに現われ， またニー

ファイ人に も現われた もうた。

これは神 のみ業 であ り， この教会 はまこと

の教会である。 この教会で行なわれるすべて

の儀式は神が定められたものであ り，すべて

の人々は 日の光栄の律法に従 って生活する必

要のあることを証す る。 これらのことを主イ

エス ・キ リス トのみ名によって証 申し上げる。

アー メン。
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論争 している暇はない

十二使徒評議員会会員

マー ビン ・J・ アシュ トン

現代の諸悪に対してしっかり自分の立場
を守ろうとするに当たって，議論をせず
に自分の信条を表明できないものだろう

か

数 カ月前・はるかな南太平洋の島々にし'る
宣教師たちを2，3日 間の予定で訪問す

ることにな り， そのことを彼 らに知 らせてお

いた。す ると，宣教師たちは私が到着するや

否や，待 ちかねたように， 当地に出回ってい

る反モルモンのパ ンフレットを持ってきた。

宣教師たちは非難 と中傷に心 を乱 し，反論の

策 を講 じようとしていた。

身を乗 り出すようにしていすに腰かけてい

る宣教師たちを前に して，私はある牧師が書

いた中傷と偽 りの文書 に目を通 した。 この牧

師が私たちの宣教師の訪れ と伝道の成功に脅

威 を感 じていたことは明 らかであった。私 は

この悪意に満ちた的外れの文書 を読 んで思 わ

ず苦笑 してしまった。そばで私の様子 を見て

いた宣教師たちは，いささか驚いた ようで，

こう尋ねてきた。「これからいかがいたしまし

ょうか。この偽 りの証言に対 して どの ように

反論すれば よろしいでしょうか。」
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そこで私は答えた。「私 たちは何 もする必要

はありませ ん。論争をしている暇はないので

す。私 たちにあるのは，ただ御父の仕事 をす

る時間だけです。冷静 に確信 を持 って紳士 ら

しく振 る舞 って下 さい。そ うすれば必ず良い

成果が得 られます。」

宣教師や私たち全員が従 うべ き原則がモル

モン経のヒラマン書5章30節 に記 されている。

「人々がこの声 を聞 くと
，それは雷の音でも

な くまた大 きな騒 しい音で もな くて ，全 くや

さしくささや くような静かな声であったが，

人々の心の底まで貫いた。」

私たちが末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会の

会員 として現在ほ どその立場 を明確に し，確

信 を貫いて様々な情況に賢明に対処することが

求め られている時代 はない。私たちは，今 日

の論争の引き金を巧みに引 く人々に操 られ，

怒 りをか き立てられるようなことがあっては

ならないのである。

神の律法 に反す るような問題が起これば，

教会はその立場 を明らかにするはずである。

過去に教会 の基本原則が非難された時はその

ようにしてきた し，今後 もそうするはずであ

る。世の中には経済的な利益や名声を求めて，

不品行や不道徳 な事業 を奨励 している人々が

いる。たとえ人々が私たちの立場 を理解 して

くれな くて も，議論や論争 は避 け，報復をし

てはならない。私たちの時間と労力 を賢明に

使 えば，争いを起 こさずに正 しい関係 を維持

していけるはずであ る。

福音を宣べ伝える時， また自分たちの信条

を表明す る時に，相手 と摩擦 を起 こさないよ

うに努めることは私たちの責任である。相手

の行動を変えさせ ることができなければ， 自

分 自身を正 しく治め るよう努め る必要がある。

その ことを絶 えず心に留めるべ きである。

私 たちを中傷 し， 当てこす りを言い，不当

な差別 をして論争に引 き込 もうとす る人や団

体がある。 しか し今 日の社会で，私たちの立

場やプログラム を曲解する人々のために私た

ちが怒った り，不快 な感情 を抱いた りするこ



とは賢明ではない。私たちの従 う原則や標準

は，論議 を呼ぶ言葉によって変わるものでは

ない。私 たちは，論理的に， しか も親 しみの

ある態度で，正 しい事実に基づいた説得 を行

なって立場 を明らかにす る責任がある。私た

ちは現代の道徳の問題や永遠の福音の原則に

対 して揺るぎない立場 を堅持 しなければなら

ない。 しか しなが ら，いかなる人や団体 とも

論争 してはならないのである。論争は壁を造

り，障害 を生むだけである。他方愛には門戸

を開 く力がある。私たちの責任は，彼 らに耳

を傾けさせ，教えるこ とである。ただ論争を

避 けるだけでなく，論争心 を除去するように

努めなければならない。

「まこ とに
， まことに汝 らに告 ぐ，争いを

つ

好む心ある者はわれに属 く者にあ らず して悪
つ

魔に属 くものな り，悪魔は争 いを生む親に し

て， 人々の心を煽動 して互いに怒 り争わしむ

る者な り。

見よ，人々の心 を煽動 して互いに怒 り争わ

しむるごときはわが教義にあ らず。わが教義

はか くの如 き怒 りと争 いとを止めよと言 うも

のな り。」(IIIニ ー ファイ11：29-30)

争 いには，闘争，対決，戦争， 口論，紛争

と様々ある。争いによってよい結果が生 まれ

たことはこれまでになかったし， また今後 も

進歩 と組することはないであろう。私たちが

論争 したか らと言って，決 してそれが忠実で

あることの証 明とはな らないのである。ある

人々は，論争の限界や危険性 を誤解 している。

また，私 たちの多くは， よ く次のよっに言 り。

「だれです って，私が?私 は論争が嫌いです。

でも自我 を通 そうとする人とは断固戦います。」

私たちの中には，論争に負けるくらいなら友

達 を失なった方が ましだ と考えている人々が

いる。相手 と仲たがいをせずに，反対意見を

述べるにはどのようにすれば よいかを知 るこ

とが，非常 に大切 である。私たちは皆，事実

謙 翻

』《

大会の光景
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に基づいた話 し合いや意義 ある研究に参加す

るように努めなければな らない。 しか し決 し

て後味の悪い議論や論争 をしてはな らない。

論争に加わる家庭や人はかな らず傷つ く。

したがって論争の絶えない家庭で育てられる子

供はかわいそうである。また，論争 を不文律の

ようにしている組織 も気の毒である。一般 に，

論争のない家庭 で育った人々は，争 いを日常

茶飯事 とする人々か ら拒絶 される傾 向にある。

現在，教育の場 としての家庭 はあ らゆる方

面か ら攻撃を受けている。 そし℃ 家庭内の

不和は致命的であ り， しばしば大 きな損害 を

被っている。論争は家庭の安定 と平安，強さ

と和合一致に著 しい緊張を招 く。確かに堅 固

な家庭 を築 くのに論争 している暇な どないは

ずである。

家族の間に議論やあつれきが生 じたら，積

極的に相手の話 を聞 き，一緒になってその理

由を究明することが大切 である。私 は，ある

ファイヤサイ ドで15歳 の少女か ら次のような

質問を受けたことがある。「家族の仲 を良 くす

るために，私は何 をした らよいでしょうか。

私は今15歳 ですが，家に帰 りた くないのです。

家族のみんなから，言葉 じりを とらえられて

は，ばかにされるように感 じられるのです。」

また17歳 になる女の子は，なぜ両親の下 を

離れて姉 と一緒に暮 らしているのか と尋ねら

れた時，次のように答えていた。「とにか く口

論の絶え間がないのです。で きる限 り我慢 し

ました。でも， いつ もけんかばか りで，けん

か しない日は一 日だってあ.りませ ん。家の者

は皆，特.に父と母はいつ も口汚 くのの しり合

っていました。」家族の中で人の心 を傷つけ，

論争に導 くせ りふに次のようなものがある。

「君は何 も知 らないか ら
，そんなこ とが言え

るんだよ。」「どうしてそんなばかなことをし

たのだ。」「自分の部屋 くらい少 しきれいに し

たらどうかね。」「どうして私の言 うことが き

けないんだ。」

今から5世 紀ほど前， イタリアにレオナル

ド・ダ ・ビンチ とい う天才がいた。今 日，「モ
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ナ ・リザ」の絵 を描 いた人として彼の名 を知

らない人はほ とん どと言ってよいほどいない。

しか し彼はまた，討論家，弁士 として も一流

であ り，創造力に富んだ物語作家でもあった。

ここで，彼の寓話の中か ら 「オオカ ミ」 とい

う話 を紹介 したい。

「ある晩
，オオカ ミは羊の群れの臭いに誘

われて， こっそ り森 を抜け出 しました。 そし

て，そおっと羊の囲いに忍び寄 りました。眠

っている犬 を起 こさないように，かすかな物

音さえもたてまいと，オオカミは用心 しました。

ところが， ちょっ とした不注意か らオオカ

ミは一枚の板 を踏み付 けて しまったのです。

とたんに板がバ リッと割れ，犬が 目を覚 まし

て しまいました。結局，オオカミはえさにあ

りつけず，おなかをすか したままで一 目散 に

逃げ帰 りました。こうしてほんの一歩の不注

意のために， オオカ ミはその目的を達せ られ

ませんで した。」(「レオナル ド・ダ ・ビンチの

メモ」よ り)

あ る人に とっては取るに足らない話の よう

に思われるかもしれないが，末 日聖徒の霊性

を低下させ ている何かが ここに描写 されてい

るように私には思 われる。先程のふた りの若

い女性の境遇は どうであろうか。オオカ ミの

不用意な一歩の ように， 口では言い表わせ な

い苦 しみ をもた らし，霊的成長 と家族の一致

を奪い去 ってはいないだろうか。私が今 ここ

で申し上げたいのは，怒 りや憤 りに まかせ て

不用意な，心ない言葉の発せ られることがある

といっことである。家族が争いの言葉に よっ

て家 を出るとし癒ら，何 と悲 しいことだろうか。

論争に よって引き起こされる憎 しみと苦 い

経験の例は枚挙にい とまがない。ひ どい 口論

の末に，転居 を強い られた家族 もある。この

ような論争 をな くす唯一の方法は，2マ イル

行 き，誇 りを捨 て，謙虚になることである。

私たちは，家庭や社会，学校 の教室，指導

者間，そのいずれの場 でも論争が どこか ら来

るか，救い主の言葉 を通 してよく知 っている。

「まことに
， まことに汝 らに告 く"，争いを好



つ

む心 ある者はわれに属 く者にあらず して悪魔
つ

に属 くものな り。悪魔は争いを生む親にして，

人々の心を煽動 して互いに怒 り争 わしむる者

な り。」(IIIニ ー ファイ11：29)つ ま り，サタ

ンは私たちが心 を許す時に， その力をもって

私たちを支配す るのである。私たちは 自由意

志が与 えられてお り，行動 を自分で選 ぶこと

がで きる。予言者ジ ョセブ ・ス ミスはある時

次のように語った。「悪魔は私たちがそれを許

さない限 り，私たちを支配することができな

い。私 たちが神 よりもたらされるものにそむ

いた瞬間，悪魔は力を得るのである。」(乃 α一

6雇π8sげ 漉6P70ρhθ'ノo∫θ助S編 漉 「予言者

ジョセブ ・ス ミスの教 え」p.181)

論争 のために悪感情や不快感 を覚 えた ら，

「なぜ論争するのだろうか」 と自問 してみる

ことである。 もしも自分 自身に正直であるな'

らば，次のような答えが返 って来 るであろう。

「討論や論争 をしていれば
， 自分 自身を変 え

る必要 はないし，相手に仕返 しをすることも

できるか ら。」「自分が今幸せでないので，ほ

かの人にも幸せになってもらいたくないから。」

「私は独善 的な人間だし
，論争 によって我 を

通せるか ら。」「自分に多くの知識があること

を知 ってもらいないか ら。」

理由が何であれ，大切なのは 自分の行動 は

自分で選び とるものだ と言 うことである。こ

の問題の根源には昔から語 り継がれてきた高

慢がある。「高ぶりはただ争いを生 じる」だけ

である。(箴 言13：10>

サ タンに とっては，議論や 口論，論争の習

慣を生むのに成功すれば，次に私 たちの永遠

の生命への希望 を打 ち砕 くような重い罪のか

せ につ なぐことなどたやすいことである。論

争は生活のあらゆる面に影響 を及ぼす。乱雑

に書かれた怒 りの手紙は，時には数年 間も傷

跡 を残すことがある。また憎 しみにまかせて

発 し.た不用意な言葉のために，結婚生活や個

人の友情にひびが入 るこ と，また社会の進歩

を阻害することも起 こっている。

堕胎や同性愛，不道徳，アルコールや麻薬

中毒，不正直，短気など，現代の諸悪に対してし

っか り自分の立場 を守 ろうとす るにあたって，

こぶ しを握 りしめ，声 を張 り上げ，議論を促す

ことな く，自分の信条 を表明で きないものだろ

うか。私たちは，知恵の言葉や安 息 日の遵守，清

さを保つ こと，そのほか聖典に述べ られている

数 多くの真理を含む有益な福音の原則を，聴 き

手がその心を閉 ざすことのないような方法で話

す ことがで きないものだ ろうか。これは容易で

はない。しかし可能である。自分 自身のあぜを作

り，種 をまき，手入れをし，収穫 をするのは私た

ちの責任である。これを行なう最良の道具は剣
くわ

ではな く，鍬 である。論争ではなく，決意である。

皆 さんに論争 を和 らげる方法を幾つか提案

したい。

1.心 に神 の愛 を持てるように祈 る。ときど

きこのことで悩むことがあるが，主のみたま

はかた くなな者の心 を和 らげ，冷淡な心を変

えて下さる。

2.舌 を制 することを学ぶ。「語 る前に2度 考

え，行動す る前に3度 考 えよ」 という古いこ

とわざがある。

3.感 情に支配 されずに，一緒に論理 を追 っ

て考 える。
てつ

4.旧 来の議論や対決の轍 を踏 まないように

する。

5.お だやかな声で話すように心掛ける。平

安な生活は，「大 きな騒 しい音」ではなく，救

い主の模範に従 い，「全 くや さしくささや くよ

うな静な声」で語 る人に もたらされるもので

ある。(ヒ ラマ ン5：30)

論 争 をしている暇はない。私たちは毎 日，論

争 を避け るよう心掛 け， 自己を訓練 していか

なければならない。 この恐 ろしい敵 を征服 し

ようとする時に， かならず神 の 大 いなる助け

が与えられることを私は知っている。「汝ら互.

いに争論す るを止めよ。また他人の悪 口を言 う

を止め よ。」(教 義 と聖約136：23)私 たちにあ

るのは，ただ御父の仕事 をする時間.だけである。

これ らの ことが真実であることを，イ.エス・キ

リストのみ名によって証 申し上げる。アーメン。

11



神に従う女性

七十人第一定員会会長

ニール ・A・ マツクスウエル

あらゆる時代に神に従う素晴らしい女性

たちがいて，神権者と並んで正義の感化

を人々に及ぼしている

兄 弟姉妹・私たちは男性 と女性の役割・な
らびに母親 と神権者の役割が それぞれ分

担 されている理由をあまり理解す るこ とな く

過 ごしている。これ らの役割は前世において

神によって定め られた ものである。私 たちは，

男性が神権 を持ち，指導に当たっていること

から，神に従順な男性 ばか りに目を向ける傾

向がある。 しか し，現代 を含めあ らゆる時代，

あらゆる神権時代 に，神に従 う素晴 らしい女

性 たちがいて，神権者 と並んで正義の感化 を

人々に及ぼ してい るとい う事実 を忘れてはな

らない。入の偉大 さは，新聞や聖典に記され

たその人についての記事の 多少に よってはか

られるものではない。神に従 う女性 たちの物

語は， ドラマの中の語 られぬ ドラマである。

私たち男性は，妻 と母，姉妹，娘，同僚，

友人が神に従 う女性 であることを知 っている。

神に従 う女性は私たち男性 を従順に し，教 え，

励 まして くれ る。私 たち男性は女性の皆さん

12

に愛 と尊敬の気持 ちを抱 いている。それは，

義が役割 でどうこうされるものではな く，・善

が性別でとやか く言われるものではないか ら

である。王国のみ業 を果 たすのに男女はお互

いにな くてはならない存在であ り， またお互

いをうらやむことをしない。役割が逆になっ

た り，役割 を放棄 した りしては，男性 も女性

も荒廃 を招 くだけである。

世界の基が据 えられ る以前に予任 された男

性がいたように，ある務め を果 た.すよう定め

られた女性 もいる。それは偶然ではな く，神

のご計画によったのである。イエスの母 にな

るよう定められたマ リヤがその好例 である。

少年予言者ジョセ ブ ・スミスは偉大な父親だ

けでな く，この神権時代全体に影響を残すル

ーシー ・マ ックという立派な母親に恵まれた。

また，愛情 あふれた誠実な人間関係 を語 る

時，ダビデ とヨナタンよりも，ルツとナオ ミ

の関係が話題に上 るのではないだろうか。神

が女性 にこの上ない関心 を寄せてお られるこ

とを考えると，未亡人に対す る私 たちの責任

が強調されるの も何 ら不思議 ではない。

や もめの2レ プタの話は，私たちに什分の

一の精神 を教 えて くれる。腹 をすかせ た息子

を持つ飢えた貧 しい未亡人がエライジャに油

と粉を与えた話 は，人に分け与 える方法につ

いて教訓を与えてくれ る。 また，エジプ ト女

性の天与の母性愛は，モーセをあ しの中か ら

救い出した。この出来事は，歴史の一部 をな

す と共に， その赤子が重荷ではなく祝福 とな

るさまを見せて くれたのである。

エ リサベ ツの胎に宿 った子供はマ リヤ を認

めて喜びおどったが， この出来事以上にふた

りの母親に明るい希望 を与えた ものがほか に

あったであろうか。(ル カ1：41参 照)

「遠 くの方か ら見ている女たちも多くいた」

(マ タイ27二55)と カルバ リの十字架の光景

が記 されているが，この光景は女性 固有の英

知 をよく物語ってはいないだろ うか。彼女た

ちの立ち尽 くす姿は祈 りであり，いつ までも

とどまる姿は願いである。



また， キ リス トの復活後，墓 を最初に訪れ

たのはだれであったか。ふた りの女性である。

復活 された救い主に最初にまみえた人はだ

れであったか。マ グダラのマ リヤである。神

に従 うこの女性たちは， 多 くの人々があきら

めた後で も，女性特有の霊的な感受性 をもっ

て長 く希望 を抱 き続けたのであった。

善良な女性 の純粋 な愛は，人の歓心 を買う

ような仰々しいものではない。善良な女性た

ちは人が誤 まるの を喜ばず， また座 る暇 もな

いほ ど忙 しく奉仕に明け暮れ る。彼女たちは，

マ リヤの ように他の人な らばつまず くような

苦難に遭っても，信頼 をもってその出来事 を

思 い巡らす。神 は女性 を深 く信頼 してお られ

るので，御 自分の霊の子たちの養育を女性 に

任せ られ るのである。

現代の神の王国で，扶助協会を通 じ，女性

たちに愛の奉仕が ゆだね られているの も偶然

ではない。男性の奉仕がかな り意識的である

のに比べ て，女性の奉仕は天性の ものである

ように思われ る場合が多い。敵対者がシオン

の娘たちを放 っておかないのは，彼女たちが

ただならぬ存在であるか らにほかならない。

姉妹 たち，私たちは皆 さん を尊敬 している。

皆 さんが赤ちゃんの初めての笑み を見て喜ぶ

時，入学 して最初の 日の様子 を一心に聞 く時，

そこに無私の姿があ り，皆さんはそこに幸福

を見いだす ことができるのである。 女性は，

「達成」という言葉の前にがむ しゃらに 「自

分の」 とい う言葉 を付けるこ との危険を男性

よりも早 く悟 る。皆 さんは， きょうの世 界が

過 ぎ去るのに動揺 もせず，すす り泣 く子供 を

優 しくなだめる。両腕に未来をしっか り抱 き

しめていることを知 っているか らである。

姉妹たちは 自分に差 し迫った問題があ る時

に も，人々を慰め励 ます。それは十字架上の

イエスが示 された寛大 さに似ている。苦悩の

中の思いや りはまさに神性の一部である。

私 は神 の独 り子がカルバ リで，「私の体は私

の ものだ」 と主張なさらなかったことを天父

聖 歌 隊 の コー ラ ス
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に感謝す る。また，神聖な胎 を墓場に変える

ことを拒否 して堕胎に反対す る，現代の女性

たちを私は賞賛す る。

人類の真実の歴史がすべ て明 らかにされる

時，脚光 を浴びるのは砲火の響 きであろうか，

それ とも子守歌の調べ であろうか。軍人の停

戦条約であろ うか，それ とも家庭や地域社会

で女性たちが作 り出す平和であろうか。議会

の出来事 よ りも，ゆ りか ごや 台所の出来事に

一層の抑止力があることを知 るであろう
。

時の流れが大 ピラ ミッ ドを砂 と化す時にも，

永遠の家族はなお存在 し続ける。それは，星

の光栄の時間 を越えて形成 された日の光栄の

制度だか らである。神に従 う女性はそれを知

っている。

神に従 う男性が姉妹の皆 さんの有す る特別

な役割を支持するのは当然である。なぜ なら，

社会運動のために家族 を見捨てる行為は，洪

水の予防 を考えずに，泳 ぎを教 えようとす る

のに似ているか らである。

私 たち男性は，無分別 には思いや りをもっ

て， わが ままには無欲 をもって接する皆さん

を愛している。私たちは皆 さんの立派な模範

に胸 を打たれ る。私たちが最上 の状態にない

時に， さなが ら神の ように，.私たちの現在の

状態のみならず将来の姿 を見詰めて愛し，忍

耐 してくれる皆さんに心か ら感謝 している。

また，神の最 も高貴な娘たちを交 えた， 目

立たないが， しか し汚れない独身女性 たちを

特に賞賛 したい。これ らの姉妹たちは 自分が

神か ら愛されていることを知 っている。た と

え今は最良の務めに就けな くて も， 自分の歩

む道 を賢明に選ぶ。また，第二の位 で第一の

望みをかなえられな くても，彼女たちは依然

として世に打ち勝っている。 また これらの姉

妹たちは，今結婚生活の祝福 に浴 さなくて も，

社会の別の制度 で貢献することができる。あ

る祝福が今は与えられないか らといって，他

の祝福を拒んだ りしない。彼女たちが神 に寄

せ る信頼は，子供のない妻たちのそれと似て

いる。何 も自分の選 びによってそのような状
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態 にあるのではない。 したがって，やがてい

つの 日か神の正義の うちに，特別な祝福 を.受

け るであろう。

私 は神権者の兄弟たちと共に， 自分の永遠

の伴侶に対 して尽 きることのない感謝 を捧げ

.たい。私 たちは伴侶 なしでは 目指す場所 に行

けず， また目的を達成できないことを知 って

いる。祈 る時，私たちは一緒にひざまずき，

聖なる神殿の聖壇でも共 にぬかず く。イエス

自ら門番 となられる最後の門に近づ く時，私

たちは忠実であるならば，ふた りでそこを通

るであろ つ。

きょう，予言者は，夫婦の一致について話

された。使徒の召しの重 さに耐 えきれな くな

り， 自分はふ さわしくないのではないか とい

う思いに とらわれ苦 しむ彼を見て，キンボー

.ル姉妹が髪を優 しくなでなが ら，「あなたには

で きますわ。あなたにはで.きます とも」 と励

ましたと予言者は語 られた。予言者はその務

め を立派 に果 たしたが， その陰に姉妹の力が

あったのである。

兄弟の皆さん，すべての予言者たちが妻に

どのように接 し，女性 をどのように敬 ったか

をよ く知 って，私たちも同 じようにしようで

はないか。

最 後に忘れないでし}ただきたい。私たちが

天の家庭にもどる時期については，「高 き世」

で統治 してお られ る御二方の一致 した承認が

あるとい うことを。その天の家庭で，私 たち

は肉体の 「目がまだ見」たことのない美 しい

ものを目にし， 肉体 の 「耳がまだ聞」いたこ

とのないこよなき調べ を耳にす ることだろう。

そのようなこの上ない名誉の帰宅が，天の御

母の同意なしに果た して，可能であろうか。

また，その天の家に帰るのに道はふたつは

ない。ただひとつ真ろす ぐな狭い道 だけであ

る。そ して，涙なが らに歩むその道の終点で

は，その涙は一瞬の うちに 「喜 びの涙」 と変

わるであろう。このこ とをイエヌー キ リス ト

のみ名により証す る。アーメン。



「夜 あ けだ ，

朝 あ けだ」

十二使徒評議員会会員

ブルース ・R・ マ ッコンキー

「シオンの旗かかげよ
。明るい夜あけだ。

厳かにあまねく朝 日は昇 りゆく」

「夜 あけだ潮 あけだ・.シオンの廊}か げ

よ。……厳かにあまね く朝 日は昇 りゆ

く。」(讃 美歌189番)

太 陽が沈み，夕やみが深ま り，夜の闇が辺

りを支配する。夜の間，至る所闇に包まれ，

すべてがおぼろげで，遠 くの光景 は見えない。

天には無数 に星が輝き，借 りものの光 を照 り

返す月が夜空 を治める。 しか し，それらの光

も闇を貫 くことな く，依然 として夜の暗さが

続 く。

深い陰に，野や森の獣はその身を隠す。山

猫は音 もな く獲物に忍び寄 り，空腹にたけ り

立つ狼の群れはその遠ぼえで近 くのえ じきを

恐怖 に陥れ る。 コヨーテは遠 くでほえ， ライ

オンの うな り声が どこか らか聞 こえて くる。

深い闇の 中にジャッカルが潜んで殺 りくの機

をうかが う。夜の恐怖 が辺 りを支配する。

や がて空がかすかに 白み始め る。明けの星

がひ ときわ輝 き，光の筋が雲 の残る東の空に

射 し始ある。それほど遠 くない山のかなたの

自然の中で，新 しい一 日が産ぶ声 をあげた。

地球がゆっ くりと定め られた進路 をたどり，

夜明け.を迎 える。 そして，朝 日が照 り，闇は

去 る。星は光 を失 い， 月は面 を隠 し，照 り返

すわずかな光に もはや夜の暗闇を貫き通す力

はない。やがて太陽が昇 り，天の まばゆい光

が地上 を覆 う。

夜が明け，太陽が照ると，夜の陰気な生き

物は退却 を始める。 ライオンはね ぐらに帰 り，

狐 は穴に戻 り， コヨーテや狼の遠ぼえは静ま

∵る。闇の中に待ち伏せ た無法者たちは，岩山

や 洞窟に身 を潜める。

新 しい夜明け と共に，野の花，森の木々は

新 しい生命 をみな ぎらせ る。畜舎の牛や羊は

眠 りか ら覚め，空の鳥は第一 日の創造主なる

サバオツの主をほめ歌 う。生命 と光の恵みが

そこか しこに満 ちる。新 しい 日，幸せ と喜び

と光の 日である。

ほぼ2，000年 の昔，.∴福音の太陽が沈んだ。

神権は取 り去られ，かつて光 を知 っていた民

に も寂 しい夕暮れが訪れ，天か ら射す光 と真

理が失われて，地上の民は使徒 と予言者の教

えや導 きを得 られな くなった。そ して霊の暗

闇が支配した。暗闇は地を覆い，深い闇が民

の心 を覆った。(イ ザヤ60：2参 照)

こ うして暗黒時代が始ま り，天の光は主を

拝 している と公言する人々の心 を照らさな く

なった。また，すべての示現は封 じ.ちれた書

物の言葉のようになった。(イザヤ29：11参 照)

予 言者 と聖見者は沈黙し，聖典は一般大衆の

手の届かないものとな り，完成への道を知 る

者はな くドだ れひとり永遠の神のみもとに帰

る道を知 らなか った。 そして，流浪の民は禁

じられたわ き道を行 き，夜の闇に迷 った。

しか し，天には数知れぬ星が輝いていた。

自分の持つ光 と真理 と善 を人々のために輝か

す 多くの賢人，善 人がいた。やがて年 を経て

新 たな月が昇 り，心の.命℃ るまま，理性の告

げるまま天の真理 を民に放 った。聖 オーガス

チン，マイモニデス， ジャンヌダルク， トー
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マス ・モア， ミケランジェロ， ガ リレオ，そ

の他大勢の人々がそれぞれ月 として借 りもの

の光 を自分自身の光 のこどくに放った。 しか

し永遠の生命に至 る狭い道 を照らす天の光は

そこになかった。

辺 りには，地獄の獣が身を隠す深い闇があ

った。ルシフェルは 目を覚 ましていた。ニケ

アにおいて，また後にはアタナ シウス(293-

373年)の ペ ンを借 り，ル シフェルは天の まこ

との神々を卑 しめ，神々 を全宇宙に満 ちる不

可解な霊的実体 と断定す る信条を作成させ た。

ルシフェルは，コンスタンチ ン大帝(280-337

年)に 勅令 を出させ， 人々が大教会 と呼んだ

教会に異教の帝国の教 えを取 り入れさせた。

また，コルテス(メ キシコのスペイン人征服者，

1485-1547年)の 剣によ り，異教徒の手に十

字架 を握 らせ，彼 らにキ リス ト教徒 と自称さ

せ た。さらに，テ ッツェル(ド イツ人修道僧，

1465-1519年)の 甘言により，罪を金で贈 う

免罪符を売らせた。

スペインで， メキシコで，ペルー で， ルシ

フェルは宗教裁判の悪 を繁茂 させ，何千何万

の住人を異端者 として殺害 した。既成の組織

か ら外れたユ グノーやその他 の反対者たちは

大勢謀殺 された。当時の支配宗教は，恐怖 と

無知 と迷信の宗教であ り，人の自由意志 を無

視 した剣による強制 の宗教であった。

長 く暗い夜であった。物陰には ジャッカル

が，森には狼が， そこか しこにコヨーテがい

て，ライオンがほえていた。蛇の毒牙にかか

る者 も多かった。ペス トがヨーロッパ をなめ

つ くし，戦争が各地に起 こった。 また，道徳

と礼節の支持者は数少なかった。 そして，夜

の恐怖は底知れず，夜は長 い。実に暗い闇 で

あった。

やがて空がかすかに白み始めた。カル ビン

や ツビングリー，ルター，ウエスレーが来て，

賢人，善人が出た。ひ ときわ輝 く明けの星た

ちがそこか しこの国に生 まれた。夜の罪 と悪

にへ きえきした勇気ある人々，識見ある人々

である。これ らの偉大な人々が大衆 を縛 る鎖

16

をたた き切 った。彼 らは善 を行ない;同 胞を

助けるこ とを願った。ひたすら自分の持つ最

善の光 と知識 に従って。

ドイツ，フランス，イギ リス，スイス，そ

の他各地 で，過去幾世紀 もの間支配 を続けた

宗教か らの離脱が始 まった6ほ のか な光が東

の空の闇を貫いて射 し始 めた。

良心の命 じるままに神 を礼拝で きる.ように，

多 くの人々が 自由 を求めてアメ リカに移住 し

た。そして時が来て，御 父の力に よりひ とつ

の国がで きた。「自由にのっとり，万人みな平

等に造 られしを旨とした」(ア ブラハム・リン

カーン，ゲテ ィスバー グ宣言 より)国 家であ

った。こうしてア メ'リカ合衆国が誕生 した。

それほど遠 くない山のかなたの大 自然の中で，

新 しい 日が産ぶ声 をあげ て.いた。

地球がゆっ くりと着実に定められた進路 を

たどり，夜明けを迎えた。そして空はますま

す明 るくなった。合衆国憲法が信教の自由を

保証 し，心を静め られた人々が公平な目をも

って互いを見 るよ うになった。そして，聖書

が出版されて多くの民衆に読 まれるようにな

ると，闇は消 え去 って光が増 し，福音の太陽

の昇 る時刻が間近 に迫っ.た。

ついに定め られた時が来て，約束 された万

物 の回復の 日が訪 れた。無限の知恵 と慈悲 と

善 をもって，天の主は栄光のみ座か ら，時満

ちたる神権時代 を開 く務め を予任 された永遠

の霊 を遣 わして下 さった。ジ ョセブ ・ス ミス

がその人である。1805年12月23日 の ことであ.

る。その時，太陽は山の頂にさしかかってい

た。.

1820年 春 の栄 えある日，言い伝 えによれば

4月6日 ，その太陽が姿 を見せた。大いなる

神が右手に主イエスを伴 い，天か らニュー ヨ

ー ク州西部の森に降 りて来 られた
。そ して，

少年 ジョセブ を名指 しで呼び，すべての教会

は誤っているので どの教会に も加 わってはな

らないと命 じられた。彼らの信条はことごと

く神 の目よ り見て憎むべ きものである。信仰

を口にする人々はみな腐敗 して， 口では主に



近づ くが心は遠 く離れて，人の教えを戒め と

して教 え，神 を敬 うふ りをしながら，神の力

を否定 していると教えられた。(ジ ョセブ・ス

ミス2：19参 照)

その瞬間か ら，星は光 を失い，月は面 を隠

し，照 り返すわずかな光に夜の暗闇 を貫 き通

す力.はなかった。時満ちたる神権時代が，天

上の神か ら地上の人間にまさに手渡 され よう

としていた。

それか ら間 もな くして，天使 たちが神 のみ

前か ら降 りて来て，教えを述べ ，神権の権能

と権威 を授け，.聖なる使徒職 に属ける王 国の

もろもろの鍵 を回復 した。こうして， この世

の人間に，この地上で結ぶことが天でも永遠

に結ばれ る結び固めの力が与 えられたのであ

る。(教 義 と聖約132：46参 照)

それか ら10年 を経ないうちに，モルモン経

が世に出され，神の王国である教会が再興さ

れて，啓示 と予言が時代の秩序 を保つ手段 と

なった。そしてみたまの賜，古代の しるしと

不思議 と奇跡が，信仰 あつい人々に注がれた。

示現 と異 言 と予言が再び人々を益す るように

説 教 中 の マ ッコ ンキ ー長 老

な り，病 人が癒され，足の不 自由な入が歩 き，

盲人の 目が開 き，死人が生 き返 った。いに し

えの聖徒が経験 したと同 じ経験 を末 日聖徒 も

す るようになったのである。

順次，古代 の真理が回復 され，次々に古代

の儀式が明 らかにされた。やがて福音が，完

全なる永遠の福音が， まさしく人を救い，昇

栄させ る神の力が，栄光 と美 と完全 さをもっ

て輝 き出た。暗闇が地を覆った日に姿 を隠し

た福音の太陽が，新たな回復の 日に再び輝 き

昇ったのである。

福音の光が射 し，真理が全地に広が るにつ

れて，夜の恐怖が消え去った。そして，恐怖

と無知 と迷信の支配 した場所 を，今や愛 と光

と純粋 な宗教が治めた。恐れは勇気 とな り，

無知は知恵 と代 わ り，迷信 と伝説は天の光 と

真理にとって代 わった。

多くの時を待 たずに，邪悪な狼は遠ぼ えを

やめ，罪のジャッカルは発展す る王国をねら

った うな り声 を静めて，大いなる福千年の時

代が私たちに訪れ るであろう。

これぞ，汝の代， おお， シオンよ!「 起き

よ，光 を放て。あなたの光が臨み，主の栄光

があなたの上にのぼったか ら。……

……主 の栄光があなたの上にあらわれ る
。

もろもろの国は， あなたの光に来， もろも

ろの王は，のぼるあなたの輝きに来 る。

暴虐は， もはやあなたの地に聞かれず，荒

廃 と滅亡 は， もはや あなたの境の うちに聞か

れず，あなたはその城壁 を 『救』 ととなえ，

その門を 『誉』 ととなえる。

……主は とこしえにあなたの光 とな り
，あ

なたの神はあなたの栄え となられる。」(イ ザ

ヤ60：1-3，18-19)

「夜 あけだ
，朝あけだ，シオンの旗かかげ

よ。明るい夜あけだ。厳かにあまね く。朝 日

は昇 りゆ く。」(讃 美歌189番)

イエス ・キ リス トのみ名によって申し上げ

る。アー メン。
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「真理を

知るであ ろう」

第 一 副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

「而して
，人も し彼の誠命を守らずんば

完さを受くることな し。彼の誠命を守る

人は真理 と光とを受け，ついに真理によ

りて栄光を得て，すべての事物 を知る。」

(教義と聖約93：27-28)

今 軌 私たちは美し暗 楽を聴き・多くの
真理 を学んだ。イエスは御 自分を信 じた

ユダヤ人たちに次のように言われた。「もしわ

たしの言葉のうちに とどまってお るなら，あ

なたがたは，ほんとうにわたしの弟子なの で

ある。 また真理を知るであろう。そ して真理

は，あなたがたに自由 を得 させ るであろう。」

(ヨハネ8：31-32)

また，主の予言者スペンサー ・W・ キンボ

ール大管長のメッセー ジを聴けたことも大 き

な祝福である。キンボール大管長が語 る真理

の言葉 を，私たちはみな心 に留め る必要があ

る。

私たちの救い主は，裏切 り，死，復活 と続

く一連の出来事の起'こる少 し前に，非常に神

聖で厳粛な一時 を使徒 たち と過ごし，彼 らを

慰め，その後に起こる出来事 の幾つか を明 ら

かにされた。 しか し，使徒 たちはみ言葉の意
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味 を充分 には理解できなか った。主は使徒た

ちがやがて取 り残 され ること，つ まり主と別

れるこ とをほのめか してから，世の簸難につ

いて語 られた。同時に，元気 を出しなさい，

私 はすでに世 に勝っていると諭された。それ

か ら，天 を仰 いでこう言われた。「父 よ，時が

来ました。あなたの子があなたの栄光 をあら

わす ように，子の栄光 をあ らわして下 さ.い。

あなたは，子に賜わったすべ ての者に，永遠

の命を授け させ るため，万民を支配する権威

を子にお与 えになったのですか ら。

永遠の命 とは，唯一の， まことの神 でいま

すあなた と， また，あなたがっかわされたイ

エス ・キリス トとを知 るこ とであ ります。

わたしは，わたしにさせ るためにお授けに

なったわ ざをな し遂げて，地上であなたの栄

光 をあらわ しました。

父よ，世が造 られる前に，わた しがみそば

で持っていた栄光で，今み前にわたしを輝か

せて下 さい。

わた しは，あなたが世か ら選んでわた しに

賜わった人々に，み名 をあ らわ しました。彼

らはあなたのものであ りましたが，わた しに

下 さいました。そして，彼 らはあなたの言葉

を守 りましたσ……

なぜ なら，わたしはあなたか らいただいた

言葉 を彼 らに与え，そ して彼らはそれを受け，

わたしがあなたから出たものであるこ とをほ

ん とうに知 り， また， あなたがわたしをつか

わされたことを信 じるに至ったか らです。……

聖なる父 よ，わたしに賜わった御名 によっ

て彼らを守って下 さい。それはわたしたちが

一つであるように
，彼 らも一つになるためで

あります。」(ヨ ハ ネ17：1-6，8，11)

この 言葉の中に，人類に祝福 をもた らす最

も大いなる真理が幾つかあ る。世界が創造 さ

れる前にイエスが御父 と共にお られたこと，

イエスが御父か ら特別な使命を与えられてこ

の地上へ遣わされたこと，十字架上での死 と

復活に関連 して起こるはずの出来事がイエス

にすでに示 されていたこと，主のみ業 を手伝



う使徒たちが神 より召 された こと，彼 らは御

子 を通 して御 父か ら下 されたみ言葉 を受 け入

れ，信 じたこと，そ.して使徒 たちにこ うある

ように と祈 られた通 り，御父 と御子が別個の

御方であ りなが ら， 目的においてはひ とつで

あることが，実に明瞭に分か る。

イエスは御父に対す るこの嘆願の中で，永

遠の生命 とは何か を定義 された。「永遠 の命 と

は，唯一の， まこ との神 でいます あなたと，

また， あなたがつかわされたイエス ・キ リス

トとを知 ることであ ります。」(ヨ ハネ1713)

また別 の時に，こうも言っておられる。「見よ，

これわが業にしてわが栄光，すなわち人に不

死不滅 と永遠の生命 とをもたらす なり。」(モ

ーセ1：39)

これ らの真理 を理解 し，受け入れるこ とが

大切なのはなぜであろ うか。

これなしでは，昇栄すなわち永遠の生命に

あずか ることができないか らである。すなわ

ち，私たちは生活の霊 的な面 を優先 しなけれ

ばならないのである。

イエスは信仰 を保 ち，御父に栄光 を帰 し，

求められることをすべて果たされた。これが，

私は世に勝 っている と言われたイエスのみ言

葉の意味す るところである。こうしてイエス

は死の縄 目を解 き，御父 と共に不死不滅 と永

遠の生命にあずか る用意をされたのである。

これは万人に対す る約束である。ヨハネに

よる福音書には次のように記されている。'

「イエスは 自分 を信 じたユダヤ人たちに言

われた，『もしわたしの言葉の うちにとどまっ

ておるな ら，あなたがたは，ほんとうにわた

しの弟子なのである。

また真理 を知 るであろう。そ して真理は，

あなたがたに自由 を得 させるであろう』。」(ヨ

ハネ8：31-32)

自由は真理 を基盤 としている。信念が幾分

かでも誤っていたら， そこに完全 な自由はな

い。誤 った鎖が心 を縛 るか らである。そのよ

うなわけで，あ らゆる源か らできる限 り多 く

の真理 を学ぶ ことが非常に大切 になって くる。

とりわけ私たちは聖典 を研究す る必要がある。

な.ぜな ら，その中に，私たちが受 け入れ，従

いさえすれば，永遠の生命 を得 ることのでき

る言葉があるか らである。

聖典は神 と御子イエス ・キりス トがそれぞ

れ別個の実在の御 方であることを証明 してい

る。神 を信 じるためには，神 の属性 を理解す

るこ とが必要であ る。そ して，神 を信ず る信

仰は， まこ との原則に立脚 していなければな

らな.い。誤 った前提の上 にある信仰は，私た

ちに とって何 ら益 とはな らないのである。そ

の一例 を挙 げる と，アメリカの初期の移住者

たちの中には，これをまけば火薬の実がなる

と言ってインディアンに火薬を渡 した者たち

がいた。インディアンは素直にそれを信 じて

火薬をまいたが， 当然その苦労は実を結ばな

か った。その信仰が偽 りを基にしていたか ら

である。

私たちは学び，祈 り，知恵 を求め，互いに

教 え合 うように勧め られている。教義 と聖約

には，次のように書か れている。

「またわれ汝 らに一つの誠命を与 う。すな

わち汝 ら互 いにこの王国の教義を教ゆべ し。

汝 ら熱心に教えよ，さらばわが恩恵は，汝

らに伴 い，か くして汝 らの理解す る必要ある

理論 と原理 と，教義 と福音の律法 と，神の王

国に就けるすべての事は更に完全に教 えらる。

これ，汝 らがわが汝 らを召したる天職 と，

わが汝 らに委任 したる使命 とを全力を尽 して

遂行す るために，われ再び汝らを遣わす時に

汝 らすべての事に用意あらんためなり。

見 よ，われは民に証 し民 を警めんため汝 ら

を遣わせ り。されば，その警め を受け しこと

あるすべ ての人はその隣人を警むる責任あ り。

故に人々言逃れあることな し。罪は人々自

らの頭の上にあ り。

われ を求むること早 き者は，われを見出 し

て棄 てらるるこ となか らん。……

汝らの束縛を解 きたる自由を守 り，罪に陥

るこ とな くして主の来 るまでその手を清浄に
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なし置 くべ し。」(教 義 と聖約88：77-78，80

-83 ，66)

私 た ちは従順になるために教えを理解 しな

ければならず，また自由 を得 るために従順 に

ならなければならない。 これは神 の律法につ

いて も国の法律についても言える。私 たちは

自由 とい うもの を，外部か らの抑制や 強制 が

な く，他人の意志 に従属せ ず， 自分や他人に

招 く結果などおかまいなしに妊 き勝手なこと

がで きる選択権のある状態 と考えが ちであ る。

しかしブ リガム ・ヤ ングは次のように述べ

ている。

「私 たちの中に
，神が厳 しく従順 を要求 し

てお られ るといっことを認めな.い人はいない。

しか しそのよっに従順 であることによって，

私たちは奴隷 となるのであろうか。否。これ

こそ，私たちが 自由を得 るためのこの世 でた

だひとつの道である。 もしも他の道を取るな

らば，私たちは自分の欲情， よこしまな欲情

の奴隷 となって……悪魔の手下 となるであろ

う。」(ノo%吻 α1(ゾ1)露60π鴬θs「説教集」18：

246)

私 た ちを導 き，祝福するため に与えられた

イエス ・キリス トの教 えの中に，十戒，山上

の垂訓，入福の教えがある。そ して実に興味

深いことであるが，国法のほとんどはこの倫

理規範から成っている。神 の律法は真理にの

っとっていて不変であ り， 人が手 を加 える余

地はない。そして，私 たちは従順の度合に応

じて祝福や罰を受けるのである。

自然界には，.逆らえば病気や不慮の死 を招

く不変の法則がある。また私たちは，法則 と

して認められる真理 を応用 して，省力を図る

設備や高速化 された快適な交通手段， インス

タン ト食品，繊維や建材等の合成物質を利用

できるようになった。また，時間や労働力が

節減されるようになった。そこで私たちは，

神の恵みに対す る感謝の表現 として，こうし

て得た余暇や余力を神 のみ業のために用いる

ようにすべ きである。

聖典は，あ らゆる真理が キリズ トの光 を通
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して明 らかにされ ると教えている。「この光は，

神の前 よりさし出でて広大 なる宇宙に満ち充

てり。

すなわち，この光はすべ ての ものの中に在

る光な り。こはすべてのものに生命 を与え，

而もすべてのものを支配する律法 にして……」

(教義i.と聖 糸勺88：12-13)

この ように，アイザック ・ニュー トン卿や

トーマス ・エ ジソン，アルバー ト・アインシ

ュタインという人々の発見 した真理は，事実

キ リス トの光 を通 して彼 らに明 らかにされた

のである。その明らかにされた真理は，人類

を無知 の奴隷の境遇から解放す るのに貢献 し，

宇宙に対する理解 の眼を開かせて くれた。.こ

れ と同様に，人 と神 との関係や，イエス ・キ

リス トの使命に関す る真理が，聖霊の力 によ

って明らかにされている。

父なる神 が感情，感覚，体 を持 ちたもう御

方であ り，イエス ・キリス トが肉における神

の独 り子であって，人間の特性 を具えて民の

間で生活されたというこ とは，人生に 目的 を

与えると共に，信 じる人々 を人類誕生にまつ

わる謎 か ら解放する真理 である。

救 い主の瞭 罪と復活についての真理を理解

する人々は，人間の究極の行 く末についての

疑念を解消することができる。 また，真理に

従 う時に，永遠の進歩 を続け，永遠の生命 と

い う栄えある祝福にあずか ることが できると

いうことを知るのである。

私 たちの教会の会貝であ り，著名 な科学者

のひ とりであるヘ ン リー ・アイ リング博士は，

次のように語っている。

「私はこの世 界の神秘の解明に努めれば努

めるほど，世 を治めてお られる唯一の御方の

実在，すなわち神の実在 をます ます身近に感

じるようになって きた。私 たちは祈 りと聖霊

の証 によって， またこの宇宙の調和 と驚異 を

ほかにどう説明す ることもできないため， あ

るいは昔救 い主が言われたように試 してみれ

ば分か るという実際の体験 によって，このこ

とを理解す ることができるのである。



私は 『アイ リング博士， あなたは科学者 と

して啓示によって導かれる と言 う宗教 をどの

ように受け入れていますか』 とよく尋ね られ

る。その答えは簡単である。福音は私 たちに

真理のみ を追求させ るか らである。科学に用

いる試験法が宗教に も当てはまる。それが有

益か どうか試 してみるとよい。宇宙を治め，そ

の運行 にも関与なさる神がおられるという概

念は，神が世界最大の驚異であ る人間に関心

を抱いてお られる との推論なしには，私には

とても理解できないことである。神が人類に

関心 を持 ってお られ るとすれば、人間の進歩

と幸福 のために計画 を与 えて下 さるのは自然

である。その計画が イエス ・キ リス トの福音

である。……

科学者に とって重要 なことは，真理がある

がゆえにその真理を追求す るとい うことであ

る。科学ではある事実が存在す る。そしてそ

の存在は人の意思に左右されないのである。

もしも追求方法が誤 っていれば，何 をもって

して も成功せ ず， また，正 しければ必ず成功

す るのである。

それは，福音に して も同じである。」(ヘ ン

リー ・ア イ リン グ η昭丑Z∫漉 げ αS6飽 η傭'

「科学者の信仰」pp .103，105)

永遠 の父なる神はあらゆる真理に通 じてお

られ，真理 にかなって働かれる とい うことか

ら，神が きのうも， きょうも，永遠に同 じで

あるという説明がつ く。神 の行 なわれること

はすべて，宇宙の不変の真理に調和 している。

また，同 じ属 性が，「め ぐみ とまこととに満

ち」(ヨ ハネ1：14)た 神 の御子イエス ・キ リ

ス トに も見られる。

神 と人間の大 きな相違のひとつは，真理の

知識の深 さにある。 神はその知識が深 いがゆえ

に，御 自身の意のままにも.うもろの世界を創造

し，宇宙 を治めることがおできになるのである。

私 たちは，「人が現在 あるが ごとくに神 もか

つてあり，神が現在あるがご とくに人 もなり

得 るの であ る」(ロ レンゾ ・スノー ，1號漉処

4αッP"卿 θお 助θ盈 「末 日の予言者は語 る」

ダニエル ・H・ ラ ドロウ編p.72)と い う言葉

を信 じている。そのために も，人は生涯 自分

の英知 を増 し， できる限 り多くの真理 を学ぶ

ように努め る必要がある。イエス ・キ リス ト

の福音は，それが どこで見 いだされ ようと，

すべ ての真理 を包含 している。 したがって，

知識 と真理 を得 た人は，それを隣人に教える

ことが大切である。

特 に，親には，子供 を教 える責任がある。

子供 に善悪の違 いを教 えなさい。子供 を好き

勝手にさせておけば，悪いことだけを学ぶか

もしれない。子供には， 自分の選択の結果に

ついて，すなわちあるものには祝福，あるも

のには罰が伴 う理由 を教え，導 きを与える必

要がある。

自分が 自分の将来の設計者であることを忘

れないようにしよう。私たちの行動 の結果に

対す る責任 は神にはない。神は，私たちに真

理の御言葉 と，従 うべ き規範 と，学び，行な

い，進歩する機会 を与えて下 さる。私はこの

こ とについて故デビッ ド・0・ マッケイ大管

長の語った言葉が好 きである。

「私は神が愛であるこ とを信 じている。神

は私たちの御父であ り，子供 たちが幸福 と永

遠の生命 を得るように と願っておられること

を信 じている。……神は人を地上に置き……

『自ら自由意志 を使 うこと』を許された
。(教

義 と聖約29：35参 照)人 は正義を選ぶことも，

悪 を選ぶこともできる。暗闇を歩 くことも，

光の中を歩 くこともできる。 しか し，覚えて

おいていただ きたいのは，神は子供たちを光

のないままに放 ってはおかれない とい うこと

である。神は，各神権時代の民に，つまずか

ずに歩むこ とのできる福音，平和 と幸福が得

られる福 音の光 を，慈愛に富んだ御父 として

恵んで下 さった。 とはいえ，主 は人々か ら自

由意志 を取 り上げてはお られない。

神 は……放蕩 な子供 たちが 自らの愚行や罪

替に よって招いた結果 を現在悲しん でおられ

る。しか し，『息子 よ，ここに2本 の道がある。

右へ行 く道 と左へ行 く道だ。左の道を取れば
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悲惨 と不幸に至 り，恐 らくは死が待っている。

右の道 を取れば成功 と幸福が得 られ る。 しか

しどちらを選ぶかはお前の 自由だ。選んでよ

ろしい。私はどちらとも強制は しない。』この

ように言 う父親 を責め られないの と同 じよう

に，私たちは決 して御父を責め ることはでき

ない。

若者は歩き始める。そして，左へ行 く道の

魅力に誘われて，それが幸福への近道だ と考

え，左の道へ行 こうと決めた。父親は息子が

どうなるかを知 ってい る。花の咲 き乱れる場

所か ら遠 くない所にぬかるみがあって，息子

がそこに足を踏み込むだうっといっことを。

また，悪戦苦闘してそこからはい出ても， ま

た別の どう沼には まるだろ うということも分

かっている。……父親は息子がそうなるずっ

と前か らそれを知 っていた.ので，警告 できた

のである。父親はなお変 わらずに息子 を愛 し，

警告 を続け，正 しい道へ戻 るように呼びかける。

その父親 と同じように，神 も過去の予言者

たちを通 じて，御 自分の民の多くが個 人とし

ても国民 としても，悲惨 と死に至 る道を選ぶ

であろうというこ とを世の人々に明 らかに し，

予言された。しか し責任は神にではな く，神

のみ言葉に耳を傾 けようとしなかった人々に

あるのである。」(レ ウェ リン ・マ ッケイ7伽 θ

'o漉 θ勲 励 「信仰に忠実に」pp.86787)

しか し，限 りない愛 と慈悲に富んでおられ

る神は，正 しい選択 をせずに真理 の道か らは

ずれている人々のために，悔 い改め とい う栄

えある原則によって救 う準備 をしてお られ る。

悔い改め とは，過ちを認め，後悔 し，その過

ちを克服 しようと決心することである。主は

次のように言われた。

「人罪 を悔い改めしや否や は
，見よ，彼は

自らこれを告白しその罪を捨つべければ，そ

の悔 い改めたることは これによ りて知 るを得

べ し。」(教 義 と聖約58：43)

時の初めか ら，神は子供たちに愛 と関心 を.

抱 いておられるがゆえに，真理 と光の敵，す

なわち手下を率 いて人類を滅ぼ し，子供たち
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を救 う神の計画 を転覆 させ ようと図るサ タン

の誘惑 に対 して警告 を発 してこられた。モル

モン経の予言者が主のみた まに促 されて民に

告 げた次の言葉は，現代に もよ く当てはまる。
わざわい

「まことにこの民は禍 である
。なぜな らば今

あなたたちは昔の人の ように予言者たちを迫
あざけ

い出し， これを嘲 り笑い，これに石 をうちつ

け， これを.殺し， また これにあらゆる悪い事

をしている。

罪深いよこしまな時代の人々よ■。強情でか

た くなな民 よ。主がいつまで赦 してお きた も

うと思っているのか。あなたたちはいつ まで

甘んじて愚な盲 目の案内者に導かれているの

か。あなたたちはいつ まで光よ りも暗やみの

方 を好んで選ぶのか。」(ヒ ラマン13：24，29)

しか し一方で，次の ような約束 もある。

「しか し，あなたたちが悔い改めて自分の

神である主に立ち帰るならば，主はわが怒 り

を解 こうと仰せ になっている。また主は仰せ

になる 『悔 い改めてわれに立ち帰 る者はさい

わいな り。され ど悔い改めざる者は禍 なり。』」

(ヒ ラマン13：11)

私 た ち全貝が知恵 と真理 を追い求め，神の

王国を受け継いで，約束 された祝福 を享受す

ることができるように願 う次第である。主は

次の ように言 ってお られる。

「真理の 『みたま』神 より出ず
。われは真

理の 『みたま』な り。 ヨハ ネわれに就 き記録

を為 して言え り。彼は完 き真理 を受けた り。

す なわち，完全にあらゆる真理 を受けた り。

而 して， 人もし彼の誠命 を.守らずんば完 き

を受 くることなし。

彼の誠命を守 る人は真理 と光 とを受 け，つ

いに真理に よりて栄光 を得て，すべての事物

を知 る。」(教 義 と聖約93：26-28)

私 た ち全員が神 を自分の御父 として， また

御子イエス ・キ リス トを救い主 として受け入

れ，主の戒めを守って，私たちを自由にし永

遠の生命に導 く真理 を常に求め続けるように，

イエス ・キ リス トのみ名に よりへ りくだって

祈るものである。アー メン。



1977年 度統計報告

大管長会書記

フランシス ・M・ ギボ ンズ

大 管長会は・1977年12月31日 現 在の教会員
に関す る統計記録 を以下のように発表 し

ました。

教会ユ ニッ ト

ステー キ部数 885
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大祭 司129，000

1977年 度 内に，45，000人 の神権者が増えた

ことになる。

専任宣教師25，300

伝道部数

ワー ド部数

ステーキ部 内の独立支部数

伝道部 内の支部数

1977年 度 内に，541の ワー ド部 と支部が増

加 したことになる。

ワー ド部 または支部のある国54ヵ 国

教会員数

教会員総数

5，917

1，549

1，694

3，966，000

昨年度の増加率 を考 える と，現時点では，

400万 人 を超えていると思われる。

1977年 度 内の会員数の増加

幼児の祝福数

子供のバプテスマ数

改宗者のバ プテスマ数

95，000

62，000

一 般 統 計

出 生 率(1，000人 当 り)

結 婚 率(1，000人 当 り)

死 亡 率(1，000人 当 り)

167，939

31.66

13.25

神権者

執事

教師

祭司

長老，

4.14

七十人

142，000

112，000

201，000

338，000

28，000

福祉活動

現金 または 日用品の援助 を受けた人…99，600

末 日聖徒社会福祉機関の

援助 を受けた人15，000

有給 の職業に就いた人16，000

労働 奉仕 日数累計427，000

倉庫 からの支給 日用品(キ ログラム)8，051，000

系 図

神 殿 儀 式 の ため に 処 理 した名 前 の 数3，374，000

年 度 内 に36ヵ 国 に お い て ， マ イ ク ロ フ ィル

ム に 収 録 し た 系 図 記 録 は ，100フ ィー トの ロ

ー ル で949
，000巻 に の ぼ る。 こ れ は300ペ ー ジ

の 本 で4，517，000冊 分 に 相 当 す る。

神殿

年度内に執行 されたエンダウメント数 ：

生者

死者

47，037

儀式 を行 なっている神殿

建築中，

3，555，118

または計画中の神殿

14

改築工事中の神殿

6

2

儀 式 を行なっている神殿は昨年度 よりも2

つ少ないが，エ ンダウメン ト数 は，180，362

増加 してい る。

教 会 の 学 校

1976-77年 ， 在 籍 者 数 ：

セ ミナ リー ， イ ン ス テ ィテ ユ ー ト

(特 別 プ ロ グ ラム を 含 む)… … ・…288，000
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教会の学校，大学 74，000

死亡者

七十人第一定貝会会員アルマ ・ソニ長老，

十二使徒評議貝会会員 リグラン ド・リチャー

ズ長老夫人アイナ ・J・ ア シュ トン ・リチャ

ーズ姉妹，大祝福 師エル ドレッ ド・G・ ス ミ

ス長老夫人ジャン ・N・ ス ミス姉妹，テキサ

ス ・エルパ ソステー キ部 ジョン ・ハ ロル ド・

マ リン 部 長 ， サ モ ア ・ア ピ ア ス テ ー キ 部 オ リ

ー ・ リチ 寿 一 ド ・ク リチ トン 部 長
， 著 述 家 ・

教 育 家 シ ドニ ー ・B・ ス ペ リー 博 士 ， ロサ ン

ゼ ル ス ， ロ ン ドン ， ス イ ス ， ニ ュ ー ジ ー ラ ン

ド神 殿 設 計 者 エ ドワー ド ・オ リバ ー ・ア ン ダ

ー ソ ン
， 元 連 邦 準 備 会 議 議 長 マ リナ ー ・S・

エ ッ ク ル ス 氏 ， 作 曲 家 ・教 育 家 ・教 会 シ ン ギ

ン グ ・マ ザ ー 活 動 デ ィ レ ク タ ー の フ ロ ー レ ン

ス ・J・ マ ドセ ン 博 士 。

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会大管長会への

教会財務委員会報告

委 員 長

ウ イ ル フ ォ ー ド ・G・ エ ドリ ング

私 たちは・1977年12月31日 現 在の教会 の年
次財政報告書，な らびに年間の業務状況

を検査致 しました。当委貝会は，教会の中央

基金およびその他関連組織の基金，教会財務

部の保持す る報告書等，すべての財政報告書

と運用状況を検査致 しました。また，予算編

成，会計，監査の諸手続き，ならびに基金の

受領方法 と支払いの処理方法について も調べ

ました。その結果，教会の中央基金の支出が

大管長会の承認の下に，予算手続 きを踏んで

行なわれていると判断致 します。予算編成は，

大管長会な らびに十二使徒評議員会，管理監

督会より構成された什分の一配分評議会で承

認 されています。 そして，支出承認委員会が

毎週開かれる会合 において，その予算の下 で

基金の支出を管理運営 しています。

現在，教会の急速な発展 に立ち遅れ るこ と

のないよう，財務部や その他の部門に最：新の

会計技術 と設備を導入して，資料の処理 を的

確に行なっています。 また財務部 と法務部は，

連邦政府ならびに州政府，諸外国の政府によ

る課税問題 を共同で適切に処理 しています。

監査部は，他のあらゆる部門か ら独立 して

おり，教会の全部 門およびその他関連組織 の

運営 と財政の監査，な らびに財務部の保持す

る報告書の監査 を定期 的に実施 しています。

またこれには，伝道部，財務セ ンター，諸外

国における各部門の活動の監査 も含 まれてい

ます。さらに監査部は，教会が利用 している

コンピュー ター システムの監査 も実施 してい

ます。教会の発展 と活動の拡大に伴 って，教

会の資産 を保護する運営規模 も大き くなって

います。 ワー ド部 とステーキ部の基金の監査

は，ステーキ部監査員に割 り当てられてい ま

す。また，教会が所有あるいは管理 している

法人組織の事業については，財務部はその報

告書 を保管 しないので，公認の会計検査貝が

監査 を行 なってい ます。

当委貝会は，年次財政報告書，その他の会

計資料， ならびに財政業務の管理 の基 とな る

会計お よび監査方法 を検討 し， さらに財務部，

監査部，法務部の職貝 と会合 を持 って調べ ま

した。その結果，1977年 度 の教会中央基金の

収支は適切に会計処理 されていました。

教会財務委貝会

ウイルフォー ド・G・ エ ドリング

ハ ロル ド・H・ ベネ ット

ウェス トン ・E・ ハ ミル トン

デビッ ド・M・ ケネディー

ウォーレン ・E・ ビュー
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レ ク ター ・ジ ュ ニ ア ， ロ ー レ ン ・C・ ダ ン，

レ ッ クス ・D・ ビ ネ ガ ー ， ジ ー ン ・R・ ク ッ

ク， チ ャ ー ル ズ ・A・ デ ィ デ ィ エ ， ウ ィ リア

ム ・R・ ブ ラ ッ ドフ ォー ド， ジ ョー ジ ・P・

リー ， カ ー ロ ス ・E・ エ イ シ ー ，M・ ラ ッセ

ル ・バ ラー ド ・ジ ュ ニ ア ， ジ ョ ン ・H・ グ ロ

ー バ ー グ
， ジ ェ イ コ ブ ・デ ィ エ ガ ー ， ボ ー ン ・

J・ フ ェザ ー ス トー ン， デ ィー ン ・L・ ラー

セ ン， ロ イ デ ン ・G・ デ リ ッ ク， ロ バ ー ト ・

E・ ウ エ ル ズ ，G・ ホ ー マ ー ・ダ ラ ム ， ジ ェ

ー ム ズ ・M・ パ ラ モ ア
， リチ ャ ー ド ・◎ ・ス

コ ッ ト， ヒュ ー ・W・ ピ ノ ッ ク，F・ エ ン ツ

ィ オ ・ブ ッ シ ェ， 菊 地 良 彦 ， ロ ナ ル ド ・E・

ポ ー ル マ ン， デ リ ッ ク ・A・ カ ス バ ー ト， ロ

バ ー ト ・L・ バ ッ クマ ン ， レ ッ ク ス ・C・ リ

ー ブ 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て 下 さ い 。

も し反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の 意 を

表 わ して 下 さ い 。

管 理 監 督 会 の 管 理 監 督 と して ビ ク ター ・L・

ブ ラ ウ ン を ， 第一 副 監 督 と し てH・ バ ー ク ・

ピー タ ー ソ ン を， 第 二 副 監 督 と し てJ・ リチ

ャー ド ・ク ラー グ.を支 持 し て 下 さ る よ う提 議

致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て 下 さ

い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の

意 を表 わ して 下 さ い 。

地 区 代 表 と して ， 全 地 区 代 表 を現 状 の ま ま

で 支 持 し て下 さ る よ う に 。

扶 助 協 会 ， 会 長 と し て バ ー バ ラ ・ブ ラ ッ ド

シ ョー ・ス ミス を， 第 一 副 会 長 と して ジ ャナ

ス ・ラ ッセ ル ・キ ャ ノ ン を ， 第 二 副 会 長 と し て

マ リア ン ・リチ ャ ー ド・ボ イヤ ー を， そ の 他 管

理 会 員 を現 状 の ま ま で 支 持 して 下 さ る よ う に 。

日曜 学 校 ， 会 長 と し て ラ.ッセ ル ・M・ ネ ル

ソ ン を， 第一 副 会 長 と して ジ ョー ・J・ ク リ

ス テ ン セ ン を，第 二 副 会 長 と し て ウ ィ リア ム ・

D・ オ ズ ワ ル ド を， そ の 他 管 理 会 貝 を現 状 の

ま ま で 支 持 し て下 さ る よ うに 。

若 い 男 性 ， 会 長 と して ニ ー ル ・D・ シ ェ イ

ラ ー を ， 第一 副 会 長 と して グ ラハ ム ・W・ ド

ク シー を， 第 二 副 会 長 と し て ク イ ン ・G・ マ

ッケ イ を， そ の 他 管 理 会 員 を現 状 の ま ま で 支
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持 して 下 さ る よ う に 。

若 い 女 性 ， 会 長 と し て ル ー ス ・ハ ー デ ィー ・

フ ァ ン ク を， 第 一 副 会 長 と して ホ ー テ ン ス ・

H・ チ ャ イ ル ド を， 第 二 副 会 長 と.して ア ー デ

ス ・G・ カ ップ を， そ の 他 管 理 会 負 を現 状 の

ま ま で 支 持 して 下 さ る よ う に 。

初 等 協 会 ， 会 長 と，し て ナ オ ミ ・マ ッ ク ス フ

ィー ル ド ・シ ャ ム ウ ェ イ を， 第 一 副 会 長 と し

て コ ー リ ン ・ブ ッ シ ュ マ ン ・レ モ ン.を， 第 二

副 会 長 と し て ドロ シ ア ・ル ー ・ク、リス チ ャ ン

セ ン ・マ ー ドッ ク を， そ の 他 管 理 会 貝 を 現 状

の ま ま で 支 持 し て 下 さ る よ うに 。

教 会 教 育 委 員 会 ， 委 員 と して ス ペ ン サ ー ・

W・ キ ン ボ ー ル ，N・ エ ル ドン ・タナ ー ， マ

リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー ， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ

ン ソ ン， ゴー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー ， トー マ

ス ・S・ モ ン ソ ン ， ボ イ ド ・K・ パ ッ カ サ ，

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン ， ニ ー ル ・A.・・マ

ッ ク ス ウ ェ ル ， マ リオ ン ・D・ ハ ン ク ス ， ビ

ク ター ・L・ ブ ラ ウ ン ， バ ー バ ラ ・B・ ス ミ

ス を支 持 し て 下 さ る よ うに 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て

下 さ い 。 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の

意 を表 わ し て 下 さ い。

教 会 財 務 委 員 会 ， 委 員 と して ウ イ ル フ ォ ー

ド ・G・ エ ドリ ン グ， ハ ロ ル ド ・H・ ベ ネ ッ

ト， ウ ェ ス トン ・E・ ハ ミル トン， デ ビ ッ ド・

M・ ケ ネ デ ィ ー ， ヴ ォ ー レ ン ・E・ ビ ュ ー を

支 持 して 下 さ る よ.う に 。

タバ ナ クル 合 唱 団 ，団 長 と して オ ー ク レ ー ・

S・ エ バ ン ズ を， 指 揮 者 と して ジ ェ ラ ル ド ・

D・ オ タ リー を， 准 指 揮 者 と し て ドナ ル ド ・

H・ リプ リ ン ガ ー を， タバ ナ クル オ ル ガ ニ ス

トと して ロ バ ー ト ・カ ン デ ィ ッ ク， ロ イ ・M・

ダ ー リー ， ジ ョ ン ・ロ ン グ ハ ー ス トを 支 持 し

て 下 さ る よ う に 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して

下 さ い 。 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の

意 を表 わ して 下 さ い 。

キ ン ボー ル 大 管 長 ，以 上 の 役 員 お よび 教 会 幹

部 に 対 して 全 会 一 致 の支 持 が 得 られ た よ うで す 。



信仰の祈 リ

十二使徒評議員会会員

トーマス ・S・ モ ンソン

絶えざる祈 リは，不信者を改宗させ，危

険に直面 している人を守 り，ためらう人

を変える

カ、わいい初等協会の少年少女 たちの美 しい
歌 は実に感動的である。 きょうこの美し

い歌 を聴かせて くれた子供 たちはみな，週に

一 回同年代の子供たち と共に初等協会に参加

している。 しか しこの子供 たちと同 じよっに，

かわい く，貴 い子供であ りなが ら，恵まれな

い子供たちもいる。

何年か前にオー ス トラ リア伝道部 を訪問 し

た時のことである。私 はダー ウィン市に初め

て教会の礼拝堂 を建てるための鍬 入れ式に出

席す るこ とになり，伝道部長 に同行 した。途

中，飛行機は燃料補給のため，小鉱山都市の

マウン トアイザに立 ち寄 った。そこの空港で，

私はひとりの母親 と初等協会の年齢のふたり

の子供に会 った。彼女はジュディス ・ルーデ

ンです と自己紹介 し， この町の教会員は自分

たち3人 だけです と語 った。夫の リチ ャー ド

氏は教会員 ではなかった。私たちは短い集会

を開 き，そこで私は毎週家庭初等協会 を開 く

ことが大切であることを話 した。そして，教

会本部か ら家庭初等協会 の資料 を送ることを

約束 した。それに対 してルーデン姉妹は，必

ず祈 り，家庭初等協会 を開 き，信仰 を保ちま

す と約束して くれた。

ソル トレー ク ・シテ ィーに帰 ってか ら，私

は当時のラバーン ・パーム リー会長に手伝っ

ていただき，家庭初等協会の資料を送り，「チ

ル ドレンズ ・フレン ド」誌 を予約 した。

それから数年後，私はオース トラリア ・ブ

リスベーンステー キ部のステーキ部大会 に出

席 した折， たまたま神権会でその忠実な女性

と子供 たちの ことを話 した。そして，「いつか，

あの家庭初等協会が続 いているか どうかを知

りたい と思います。 また，あの素晴 らしい御

家族の教会貝 でない御主人にお会 いしたいも

のです」 と話 した。するとひとりの兄弟が立

ち上がってこう言った。「モ ンソン兄弟，私が

リチャー ド ・ルーデ ンです。今お話になった

女性め夫で， そのかわいい子供たちの父親で

す。祈 りと初等協会が，私 を教会に導いて く

れました。」

また昨年の冬の出来事か らも，私は祈 りの

力について学 んだ。責任 を受 けて，アルゼン

チンの美しい都市ブエ ノスアイレスを訪れた

時のことである。 この町の大通 りを彩る歴史

的なパ レルモ公園で車 を止めた。 とい うのは，

1925年 の ク リスマスの 日に，主の使徒である

メルビン ・J・ バ ラー ド長老が南米諸国を福

音伝道のために奉献 したのがその場所だった

か らである。現在，その地の教会の発展は予

想 をはるか に上回ってお り，霊感に満 ちた祈

りが現実 となっていることは明白である。

そのパ レルモ公園には，合衆国の建国の父

であ り，初代大統領であるジョー ジ ・ワシン

トンの大 きな像が立っている。それ を見てい

た時，私の胸に，祈 りが大 きな役割 を演 じた

もうひ とつの重要 な場所が思い浮かんだ。バ

レー ・フォー ジである。ジョー ジ ・ワシント

ン率いる軍隊が， ひどい痛手を受 け，食物は

少な く，装備に も事欠いていたある冬のさ中
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に，彼が導いたのがこの谷であった。

現在，バ レー ・フォー ジの静かな森にワシ

ン トンをたたえる記念像がある。そこに刻 ま

れたワシン トンは，馬上の人でも栄光の戦場

を見わたす人でもない。謙遜 にひ ざまずいて

天の神に助け を願 う祈 りの姿であ る。その像

をじっと見ていると， よく耳にす る次の言葉

が胸に響いて くる。「ひざまず く時に，人は最：

も大 きく見える」 と。

誠実な人，気高い人格者，志のある入はい

つ も自分 より大 きな力の存在することを認め，

その力に対 して導 きを祈 り求める。それは過

去にそ うであ り， また将来 もそ うである。

初めに，父祖アダムは，「今 よりいつまで も

御子の御名によりて神 を呼ぶべ し」(モ ーセ5

：8)と 命 じられた。アダムは祈 り，アブラ

ハム も祈 り，イサ クもモーセ も祈 り，すべて

の予言者が力の源である神に祈 った。砂 時計

の砂が落ちるように，大勢の人間が生 まれ，

生き， そして死んで行った。 こうしてついに，

予言者たちが祈 り，詩篇作者が歌い，殉教者

たちが命 を捧げ，全人類が願ったあの栄えあ

る出来事が起 こったのである。

ベツレヘムのみ どり児の誕生は美 しく，た

ぐいな く意義深い出来事であった。ナザ レの

イエスは予言を成就 されたのである。 らい病
ろうしゃ

人を清め，盲入の 目を開き，聾者の耳 を開 き，
そ せい

死者を蘇生 させ，真理 を教え，万 人を救った。

主イエスはその ように して御父 をあがめ，私

たちに見習 うべ き模範 を示されたのである。

イエスはほかの どの予言者や指導者にも勝

って，祈 りの方法 をよ く教 えておられる。

だれ もゲ ッセマネの園における苦悩 とあの熱

烈な祈 りを決 して忘れないことだろう。「わが

父よ， もしできることで した らどうか， この

杯をわたしか ら過 ぎ去 らせて くだ さい。 しか

し，わたしの思いのままにではな く，みここ

ろのままになさって下 さい。」(マ タイ26：39)

そ して主は次のように私たちに命 じられた。

「誘惑に陥 らないように
， 目をさまして祈 っ

ていなさい。」(マ タイ26：41>
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イエスの勧告が思い出される。「祈 る時には，.

偽 善者たちの ようにするな。彼 らは人に見せ

ようとして，会堂や大通 りのつ じに立って祈

ることを好む。……

あなたは祈 る時，……隠れた所 においでに

なるあなたの父に祈 りなさい。す ると，隠れ

た事 を見ておられるあなたの父は，報いて く

ださるであろう。」(マ タイ6：5-6)

私 た ちへの指針であるこの教えは，悩む心

に求めてや まぬ平安 を与えて くれる。

残念なことに，繁栄や富裕，名誉，名声は

時に，尊大な 自信に裏打ちされた偽 りの安心

感 と，祈 りの心の放棄 を招 くことがある。逆

に，試練や苦難，病気，死 は人の高慢 を打ち

砕 き，謙虚な気持 ちで天の力 を求めさせる。

私は，大勢の死傷者 を出した第二次世 界大

戦 こそ，人類史上最 も多くの人間が祈 った時

ではないか と思 う。徴兵 されて戦場に向か う

息子や夫や父のために全能の神の加護 を祈 っ

た母，妻，子供の胸の内をだれが知 り得 よう

か。祈 りは聞かれる。祈 りは答えられる。

ここで，感動的なひ とつの実話 を御紹介 し

たい。艦船に乗 り組んで太平洋の戦場 に向か

った子息の無事 を祈 り続けたあるアメ リカ人

女性の話である。彼女は毎朝祈 りを終えると，

兵士 たちの救命索 を製造す る工場ヘ ボランテ

ィア として働 きに出掛けた。はた してその母

親の手掛けた仕事が直接に愛す る息子の命 を

救ったであろうか。彼女 とその家族 を知って

いる人々は，水兵 としてガダルカナル島に出

征 したエルジン ・ステイプルズの経験談 をな

っかしく思い出す。ステイプル ズは舷か ら投

げ出 された時に，救命索のお陰で命拾 いをし

た。 ところが，後で分かったこ とであるが，

それはオハイオ州オ クロン市に住む 自分の母

親が検査 し，包装 し， スタンプを押 したもの

であった。

どんな方法に よるのか，

わたしは知 らない。

しか し確 かに分か る，



神 は 祈 り に答 え て くだ さ る と。

祈 り をい つ も 聞 い て い る，

早 晩 祈 り に 答 え よ う と，

み 言 葉 を私 に 下 さ る 。

だ か ら わ た し は 祈 り，

心 穏 や か に そ の 日 を待 つ 。

(エ ラ イ ザ ・M・ ピ コ ッ ク`：P勉 鐸 〆'B2s'

Loθ θ41～61顧0πsPO6勉S『 祈 り』 「宗 教 詩 選 集」

ジ ェ ー ム ズ ・ギ ル ク リス ト ・ロ ー ソ ン編 ，

P.160)

若い世代の人々は，「で も現在 はどうだろう。

今 も祈 りを聞いて下 さるだろうか。まだ答 え

て下さるだろうか」 と尋ね るかもしれない。

それにはこう答えよう。「祈 りなさいとい う主

の命令には期限がついていない。私 たちが主

を覚えている限 り，主 も私 たちを覚 えていて

下 さる」 と。

祈 りが答えられる時に，旗が掲げ られた り，

楽隊の演奏があったりとい うことはまずない

といってよい。主の奇跡は秘かに自然に行 な

われ ることが 多いか らである。

私は何年か前， コロラ ド州 グラン ドジャン

クションステーキ部の大会 に出席 した時に，

ステーキ部長か ら，ある夫婦に会 ってほしい

と言われた。彼 らは伝道地に着いたばか りの

息子か ら，帰 りたいという手紙 をもらって困

り果てていたのである。そこで私 は，大会 を

終えた後，その夫婦に会い，ステーキ部長を

交えて4人 で静かにひ ざまずいた。私 が祈 り

始めると，悲しむ母親 と落胆した父親のすす

り泣きが聞 こえてきた。

祈 り終えて立 ち上がった時に，父親が言っ

た。「モンソン兄弟，天父は伝道半ばで帰国す

るという息子の決心 を変えて下 さる と本当に

思い ますか。私は正 しいことをしようと一生

懸命に努めていますが，祈 りが聞かれないの

です。なぜ でしょうか。」

私は，「御子息はどちらで伝道 をしておいで

ですか」 と尋ねた。

「ドイツのデュッセル ドルフです」 という

返事 であった。

私はその夫婦の肩に手 を置 いて言った。「お

ふた りの祈 りはすでに聞かれ，答えられてい

ます。 きょう教会幹部が出席 して行なわれた

ステー キ部大会 は28あ り，私があなたのステ

ー キ部に割 り当てられました。そして今週の

木曜 日に，私は ドイツ・デュッセル ドルツ伝道

部の宣教師 と面接することになっています。」

その夫婦の願いは主 に受け入れ られたので

あった。私 は彼 らの子息に会 うことができた。

その結果，彼は両親の願いに応えて，最後ま

で立派に伝道 を続けたのである。

それか ら何年か後に， コロラ ド州 グラン ド

ジャンクションステー キ部 を再び訪問 した折

にもあの夫婦にお会い した。その時には，兄

弟に資格がな くて，大勢の子供たちと共に永

遠の家族 となる神聖な結び固めの儀式 を受け

られない状態であった。そこで私は，家族が

熱心に祈 るならばその資格が得 られるはず で

す と話 した。そして，いつか神殿で神聖な結

び固めの儀式 を是非 とも自分に司式 させてほ

しい とお願 いした。

母親が請い，父親 も努力 し，子供たちも懇

願 し，全員で祈 った。その結果はどうであっ

ただろうか。幼い息子の トッ ドが，父の日の

朝に父親の枕の下に置いた貴重な一通の手紙

を読んでみ たい と思 う。

「ノぐノぐへ
，

ぼ くはパパがだいす きです。 でもす きでな

いこともあ ります。 どうしてタバ コがやめら

れないのですか。た くさんの人がやめている

のに…… どうしてパパ はできないのですか。

か らだに も，はいに も， しんぞ うに もわるい

でしょう。パパはちえのこ とばをまもれなけ

れば，ぼ くやスキップやブラッ ドやマークや

ジェフや ジニーやパム といっしょに，天ごく

へ行けませ ん。ぼ くたちはちえのことばをま

もっています。 どうしてパパは まもれないの

ですか。パパはつよい し，おとななのに。パ

パ，ぼ くは天ご くでパパ とあいたいです。み

んなもあいたいです。天ごくで，みんないっ
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1

し ょの か ぞ くに な りた い で す 。 … … は な れ ば

な れ は い や で す 。

バ バ ， パ パ とマ マ は ふ る い じて ん し ゃ を2

だ い か っ て ， まい ば ん こ う え ん で の っ て くだ

さ い 。 パ パ とマ マ は わ ら うか も し れ な い け れ

ど， ぼ くは し ん け ん で す 。 と し を と っ た 人 た

ち が こ っ え ん で マ ラ ソ ン を し た り， じて ん し

ゃに の っ た り， さ ん ぽ を した りす る の をみ て

わ ら っけ れ ど， そ の 人 た ち の ほ うが パ パ や マ

マ よ りな が い き をす る とお も い ます 。 そ の 人

た ち は ， は い や ， しん ぞ うや ， き ん に く を う

ん ど っ させ て い るか ら で す 。 そ の 人 た ち は あ

とに な っ て よか っ た と お も う とお も い ま す 。

パ パ ， お ね が い で す 。 よ い 人 に な っ て くだ

さ い 。 タ バ コ を す わ な い で ， お さけ を の ま な

い で ， か み さ ま の お し え と ち が う こ と は や め

て くだ さ い 。 パ パ に は ぼ くた ち の そ つ ぎ ょ う

し き に で て ほ し い の で す 。 タ バ コ をや め て ぼ

くた ち の よ うに す れ ば ， パ パ と マ マ で モ ン ソ

ン き ょ うだ い の と こ ろ へ 行 っ て ， しん で ん で

む す び か た め を うけ ， ぼ くた ち との む す び か

ため も で き ま す 。

ね え， パ パ ， マ マ とぼ くた ち は ま っ て い ま

す 。 パ パ と え い え ん に い っ し ょ に い た い の で

す 。 ぼ くた ち は パ パ を あ い じ て い ます 。 す ば

ら しい バ バ へ 。 ト ッ ドよ り

お に い さ ん や お ね え さ ん が か い て も， ぼ

く とお な じこ と をか く とお も い ます 。

ニ ュー トン さ ん は タバ コ を や め ま し た 。

だ か ら， バ バ もや め られ ます 。 だ っ て パ パ

は ニ ュー トン さ ん よ り， か み さ ま の お しえ

を よ くま も っ て い るか ら で す 。」

この願 い，この信仰の祈 りは聞き届けられ

た。そして私は今， このテンプルスクェアに

そびえ立つ美 しい神殿の聖なる部屋に家族全

員が集 まったあの晩の思い出を貴重な宝 とし

てこの胸に しまっている。父親 と母親 と子供

たちが全貝ひ とつの部屋に集 まって，永遠の

意義 を持つ儀式が執行 されたのである。そ し
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て謙遜な感謝 の祈 りで，待 ちに待ったこの夜

は閉 じたのであった。

祈 りはたましいの 見えぬ望み，

述べても述べず も 胸 に燃ゆる

神 生命，真理へ誘いた もう

主 よ祈 りの道 教えたまえ

(讃 美歌176番)

主 は私たちに祈 りの方法を教えて下 さった。

私はすべての人が その教えを知 ってそれに従

うことを，切に願い，心 より祈 る次第である。

イエス ・キ リス トのみ名により申し上げる。

アーメン。



初等協会は

子供たちの人生を

豊かにする

十.二使徒評議員会会員

デ ビッ ド ・B・ ヘイ ト

片田舎で始まった集いが，今日大勢の

子供たちに祝福をもたらしている

救 い主は，あらゆる機会 をとらえて弟子た
ちを教 えられた。そのようなある日，救

い主は，穏やかで ない質 問 を受 けた。弟子

たちが 自分の地位 を知 りたい と思ったのであ

る。そのひとりが，「いったい，天国ではだれ

がいちばん偉 いのですか」(マ タイ18：1>と

尋 ねた。主は多分 ，御 自分 を取 り囲んだ群

衆の中の幼児に手 を差 し伸べ，その子を抱き

よせ られたに違いない。主は次のように言わ

れた。「心 をいれかえて幼 な子 のようにならな

ければ，天国にはいることはできないであろ

う。

この幼 な子 のように 自分 を低 くする者が，天

国でいちばん偉いのである。」(マタイ18：3-4)

救 い主はこの出来事 によって，私たちおとな

に，再び子供時代 を思い出 して弱 さや悪 を捨

てるよっに教 えよっとされたのではないだろ

うか。私たちお となは最 も素晴 らしい幼な子

のような信仰 を取 り戻す必要がある。

「また
，だれで も，このようなひ とりの幼

な子 を，わた しの名のゆえに受けいれ る者は，

わたしを受けいれるのである。」(マ タイ18：

5)

多分 まだ幼な子 を脇に抱いていたのであろ

っ。王は さらにこっ言われた。 「しか し，わ

たしを信ずるこれらの小さい者のひとりをつ

まずかせ る者は，大 きなひきうす を首にかけ

られて海の深みに沈め られ る方が，その人の

益になる。」(マ タイ18;6)幼 な子の純粋 さ

には非常な価値がある。幼な子には真理 と愛

を知る権利があ り，その権利は，その後の生

活が どうであれ，決 して委譲 できないもので

ある。

昨年の10月 ，ユ タ州バ ウンテフルステー キ

部の初等協会は，子供たちに自分のお金，す

なわち自分で働 いて得たお金 でモルモン経 を

買 うことを勧めた。

子供たちはそれぞれ，見開 きのペー ジに自

分の写真 を張 り，証 を書いた。そのようにし

て準備 した写真 と証入 りの620冊 の モルモン

経が伝道部に送 られた。

数 日前，その初等協会のサ ラ ・リチャーズ

ちゃんのもとへ，ア リゾナ州 タクソンのアー

ル ・モ ック夫 人から次の ような手紙が届 いた。
「しんあいなるサラちゃん

， あなたのしゃ

しんがはられたモルモンけいをほんとうにあ

りが とう。かわいらしくてすてきなお じょう

さんですね。わたしはこの本 とあなたのしゃ

しん とあか しをいつ もたいせつに します。

たったいま，本 をぜんぶよみおわったとこ

ろですが， わた しもこの本にかかれているこ

とをしん じます。 これ をよんでとて もよかっ

たです。これか らもなんどもよむつ もりです。

もういちど，おれいをいいます。あ りがと

う。かみさまのしゅくふ くをおいの りしてい

ます。」

初等協会，この組織はどのように して誕生

したのであろうか6主 はカー トラ.ンドの聖徒

たちに，忠実に忍耐すればすべてのことが祝

福 とな り，福音の理解に応 じて，規則に規則
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が加え られ，戒めに戒めが加 えられると約束

されなかっただろうか。(教 義 と聖約98：2，

3，12参 照).

子 供 たちのための霊感は，今か ら100年 前，

ユ タ州ファー ミン トンに住むオー レリア ・ロ

ジャーズ姉妹 に与 えられた。子供たちに，礼

儀や身だしなみ と共に，子供の言葉で福音の

原則を教える必要があったのである。

1878年 の ユタ州 ファー ミン トンは，1，200人

を超す人ロで，美 しい石造 りの教会堂 を持つ

文化杜会であった。扶助協会 と青年男子文芸

協会 と青年女子相互発達協会があ σ，ブラス

バン ドもあった。

このように霊的，文化的な色彩の濃いファ

ー ミントンにも
，他の社会 と同じような子供

の問題があった。少年たちが夜遅 くまで外に

出ていて，暗闇や害悪におびやか されていた

のである。

そこでモルモン大隊に従軍 した経験 を持つ

ジョン ・W・ ヘス監督 は，両親の集ま りを開

き，子供の面倒 をよ く見 るように忠告 した。

そのような状態 をオーレ リア ・ロジャーズ姉

妹 も憂慮し，考え，祈 った。

1878年3月 に，エライザ ・R・ スノー姉妹

とほかに数名の姉妹たちがファー ミントンで

開かれた扶助協会大会に出席した。その日の

ことをオー レリア ・ロジャーズ姉妹は次のよ

うに記録 している。

「集会の後，……姉妹たちは停車場へ行 く

途中……私の家に立ち寄った。……子供たち

と青少年の無頓着で乱暴な態度のこ とに話題

が移 り……私はこのように尋ねた。『このよう

な状態が続いて も，立派な人になれるでしょ

うか。……少年 たちのために何かの組織を作

って，立派なおとなになるしつけができないも

のでしょうか。』」(オ ーレ リァ.・S・ ロジャー

ズ 五旋 舗θ娩6s「 人生のスケッチpp.207-8)

エ ライザ ・R・ スノー姉妹はこの質問に強

い印象 を受けたようで，教会幹部に話 してみ

ると言った。それは，ブ リガム ・ヤング大管

長が死亡 した数 ヵ月後のことで，当時，ジ ョ.
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ン ・テイラー長老 を会長 とする十二使徒会が

教会 を管理 していた。

それか ら間 もなく，ヘ ス監督あてに子供の

ために新 しい組織 を設立 してよい との承認が

届いた。そこでヘス監督はオー レリア ・ロジ

ャーズ姉妹にその ような組織の管理 を依頼 し，

ロジャーズ姉妹はそれ を快諾 した。

彼女 は少年たちの組織を設けることが可能

か どうか じっ くりと考 えた。すると 「胸の中

が熱 く燃えるように感 じた。……少年 たちが

正 しい事柄 と行儀作法 を教 わる組織が できな

いものかしらという考 えが，その時浮かんだ。」

(同上p.207)

その 時まで少女 たちのことにつ いては何 も

言われていなか った。 しか し，オーレ リアは

少女 を除外 しては完全なクラスが構成できな

い と感 じた。まな，「初期 の」とか「最初の」と

いう意味で初等協会 という名称が提案 された。

1878年8月11日 ，オー レリア ・スペ ンサー ・

ロジャーズ姉妹はヘ ス監督によ り最初の初等

協会の管理者に任命された。オーレ リァ ・ロ

ジャー ズ姉妹 とふた りの副会長ルイーザ ・ヘ

イ ト，ヘレン ・ミラー両姉妹は，監督の提言

に従い，子供の名簿』を作成し，初等協会への

参加 に対す る両親の意向を聞 くためにすべて

の家庭 を訪問 した。その周到な準備 を終えて，

1878年8月25日 ，115人 の少年 と100人 の 少女

が石造 りの教会堂に集 まって，初めての集会

が開かれた。その記念すべ き日に集会所の前

を通 りかかった市民は，子供たちの歌声に耳

を傾けた。

「神の聖徒の会 うデゼ レ トに

子供 ら あまた集 まる

勇気を持てる 貴 き霊は

福音に 聞き従え

聴け 子 らの歌を

聖 ぎ 歌声

天使のごとく 汚れ もなくて

うれ しげに集 う時に」

(「子供の歌」B-24)

今 日，教会は忠実 で卓越 した開拓者の女性



をほめたたえる。オー レリア ・スペ ンサー ・

ロジャーズ姉妹，彼女は逆境 と試練，決断，

愛に育 まれた入，難事に難事 を重ねて信仰 を

築いた人である。彼女の生い立 ちはどうであ

ったのだろっか。

オル ソン ・スペンサー兄弟 と母 を失った6

人 の子供 たちは， ミズー リ河を渡 し船 で渡 り，

ウィンター クォーターズの未完成の丸木小屋

へ急いだ。母親は一家がノーヴーを出てか ら

間 もな く死亡 した。一方，オル ソン ・スペン

サー兄弟はブ リガム ・ヤング十二使徒会長か

らイギリスで教会 の新聞を発行するように と

の要請 を受けていたので，出発する前に，子

供 たちの落着 き先を決めておかなければな ら

なか った。

オル ソンはわずか14歳 のエレンと12歳 のオ

ーレ リアに4人 の子供 の親代わ りになるよう

教 えた。 また， ミルクがたっぷ りとれて，売

るのに も不 自由 しない ように乳牛を8頭 買い

入れた。そのほか，必要な時に，必需品の購

入に当てることのできる馬 も1頭 いた。

その冬は長 く， 寒さが厳 しかった。そして，

ウィンター クォー ターズで大勢の人々が死ん

だ。オーレリアは 日記にこう書いている。「冬

の前半 はかな りよか った。・…・・馬と牛は1頭

を残 してみんな死んで しまった。 そのため，.

ミル クもバター もな く，食べ物はほ とん ど底

をついていた。……食べ る物には本当に苦労

した。ひき割 とうもろこししかな く， それを

水 で伸ば して焼いたこ ともある。おなかがす

けばおいしくない食べ物で も食べ られ るだろ

うと，夕ごはんを食べ ないで床に入ったこと

が幾晩 もあった。」(同 上pp.48，50-51)

あ る 日，ブ リガム ・ヤング十二使徒会長が

スペンサー家の小屋を訪れた。 ところが小屋

は片付いてお り，子供たちの身なりは清潔で

あった。父親が出かけてすでに1年 経 ってい

た時のことである。聖徒たちは西部へ旅立っ

支度 を始めていた。

子供たちはヤ ング十二使徒会長に，父親か

ら着 るものや髪の とか し方，病気の手当ての

仕方， お互いに対する態度 についてよく手紙

で教えられ ます と話 した。ヤ ング会長は父親

からの最近の手紙に 目を通 した後で，非常に

大切なことだか らよく考えるように と前置 き

して，こう尋ねた。「もしお父 さんが もう1年

イギリスにいることになったら， どうかね。

私たちはお父さんにぜ ひそ うしてほしいと思

っているのだが。」

子供 たちは互いに顔 を見合わせてか ら，年

長のエレンの言葉 を待 った。エレンは静かに

こう言った。「もしそれが一番良いことでした

ら，そ うして下さい。私たちは一番良いこと

をしたいですか ら。」(同 上p.87)

ほ か の子供たちもみ な賛成 した。以前に父

親が書いて きた次 のような言葉 を思い出した

か らであった。「たとえ主 が私 たちの命を取

るとしても，私たちは主 を信頼 しなければな

らない。そ うすれば， きっ とすべてが よくな

る。」(同 一ヒp.62)

子供 たちは父親 と，父の助言 と，天の御父

を信 じた。1848年 の春，スペンサー家の子供

たちは感謝の心 をもって聖徒たちと共に西へ

向かった。

父親のいない2年 間に，6人 の子供たちは

様々な困難に遭 った。平原を越 えてソル トレ

ー ク盆地に着 き
，オール ドフォー トに入 り，

ひと部屋だけのア ドー ビれんが造 りの家に住

んだ。親戚や友人が面倒 を見て くれたが，責

任は年上のエ レンとオーレ リアの肩にかかっ

ていた。

やがてオルソン ・スペンサー兄弟は，勇敢

な子供たちの歓呼 とキスと抱擁 に迎えられて

帰宅 した。そ してニューイングラン ド・バ プ

テス ト教会の元教師であった彼は，新設 され

たデゼ レ ト大学の学長に任 じられた。娘のオ

ーレ リア も短期間その大学で学んだが
，やが

て平原 を横断中に知 り合 った若 き指導者 トー

マス ・ロジャー ズと愛 し合 うようになった。

そ してふた りは結婚 し， ファー ミン トンの丸

木小屋で新生活 を始めた。その後， グレー ト

ソル トレー クを望 む ワサ ッチ山脈 の山すそ
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で， オーレリア ・スペンサー ・ロジャーズ姉

妹は余生を送ったのである。彼女は ここで12

人の子供 を産んだが，そ②内の5人 は幼 くし

て世 を去った。そ して，子供 たちが成長する

につれ，彼女は子供の週 日の健全 な活動が欠

けていることが気にかかるようになった。そ

れが初等協会の起こ りである。

オーレ リア ・ロジャーズ姉妹 は，錬金術師

の娘 であった。「自分の子供 らを飢えさせた り

はだかのまま置いた りは しない……神の律法

に背 き……ことを許さず，……真の道 を行な

りこ とと……互 いに愛 し互 いに助けねばなら

ぬ事 とを教 えるであろう」(モ ーサヤ4：15)

とい うモーサヤの勧告は，彼女の生涯その ま

まであった。

こっして，片田舎 に始まった子供の組織は，

やがて全世界に広 まったのである。初等協会

のプログラムはどの一面を取って も，キ リス

トの教 えにかなっている。初等協会が初めの

1世 紀を閉じよ うとしている現在，健全 さと

徳 と文化 と奉仕 と愛は， さらにこの初等協会

に力 と意義 とを増 し加 えるのである。

初等協会が始まった当初 は， レッスンのテ

キス トも手引きもなか った。子供たちは従順，

神を信 じる信仰，祈 り，時間 を守 ること，礼

儀作法，知恵の言葉 を教わった。オー レリア

は次の主のみ言葉か ら励 ましを得たことであ

ろう。「この故に善 を為すに うむことなかれ。

これ汝 ら今偉大なる一事業 の基礎 を置 きつつ

あればな り。それ，小なる事 より偉大なる事

起 る。」(教 義 と聖約64：33)

初 等協会はこれか らも，子供たちの人生 を

豊かにす るという目標 を満たし続けるであろ

う。子供 たち自身のみならず，家族や友入に

も祝福 をもたらすことだ ろう。すべての子供

たちに， 自分を愛 して下 さる天父がおられる

ことを理解 させ，イエス・キ リス トを信 じる信

仰をはぐくませ ，現代社会の圧力や問題に屈し

ないように福音に従 って生 きようとする望 み

を抱かせ ることが必要である。オー レリアは

次のように書いている。「子供の霊的福利 を図
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る という，親に課せ られた最 も神聖 な務め に

優先す るものが何かあるだろうか。この疑問

がいつも私の心を離れなかった。」(同上p.206)

初等 協会の責任は大切である。 しか し，親

としての務めは もっと大切 である。有害なテ

レビ番組のほかに，薬物乱用や幼児の虐待，暴

力行為 の容認，子供の ポルノ，今 日様々な悪事

がある。調査では，アメ リカの子供 たちは起

きている時間の半分 をテ レビに費や している

という。12歳 までに18，000回 殺 人場面 を見て

いることにな り， この年齢までに10，720時 間

をテ レビの前で過 ごす とい う。 ところが，初

等協会に休 まず出席 して もその時間はたかだ

か352時 間 に過 ぎない。

私たちはオー レリア ・ロジャー ズ姉妹のみ

ならず，過去1世 紀にわた り私たちを教えて

下さった初等協会の指導者 と教師をもここで

たたえたい。

子供たちは私たちの宝物。

どんな犠牲を払って も価値がある。

天使たちがいつまで も守って下 さるように，

ひ とりの子 も失われることのないように。

(同上P.3)

私 たちが親 として，また霊の指導者 として，

主の次のみ言葉 の意味 を理解できるように願

う次第である。「心 をいれかえて幼な子のよう

にならなければ，天国にはいることはできな

いであろ う。」(マ タイ18：3)イ エ ス ・キリ

ス トのみ名によって申し上げる。アーメン。

☆ ☆



聖霊を

悲 しませてはいけな い

七十人第一定員会会員

ジェームズ ・A・ カ リモ ア

私たちの内には，.間違ったことを して 自

らの手で追い出してしまわな い限り，友

がいる。その友とは聖さみたまである

兄 弟姉妹の皆 さん・まず皆 さんに・英国 と
南アフリカの聖徒 たちからのごあいさつ

をお伝 えしたい。実に喜ば しいことに， これ

らの地域で も主のみ業 は著 しい進展 を見てい

る。現在，英国には27， 南アフ リカにはひ と

つのステーキ部が組織 されてい る。指導者 も

立派で，み業は進展 し，人々は祝福にあずか

っている。

さてこの度，この地域か らひ とりの教会幹

部が召された。聖徒たちは， このニュースに

必ずや大喜 びすることだろ う。カスバー ト兄

弟，故国の人々はきっとあなた を心から祝福

し，喜 んでおられることと思 う。本当におめ

で とつ。

英国と南アフ リカにおける仕事は実 に楽 し

い。毎週末に私 はステーキ部 を訪問す るが，

その時ステーキ部長に，あなたのステーキ・部

の一番の問題は何ですか とよ く尋ね る。する

と，次の ような答えが しば しば返 って くる。

「会員一人一人の決意が乏 しいことです
。主

のみ業を優先 しようとい う決意に欠けるので

す。」そのような時.に思い出され るのはニーフ

ァイの言葉である。

「私はまた天の御父が 『わが愛子の言 うこ

とは真実に して確な り。終 りまで忍ぶ者は救

われん』 と仰せになる声 を聞いた。……

さて私の愛す る兄弟たちよ，私は尋ねたい，

あなたたちはこの真直 ぐで狭 い道に入ったら，

それで万事終 りであるか。ごらんそ うではな

い。あなたたちが もしもキリス トの言葉によ
かた

ってキ リス トを確 く信仰 し，人 を救 う大 きな
ちから

能力のあるキ リストの功徳 に全 く頼 らなかっ

たなら，あなたたちはここまで進んで くるこ

とさえできなかっ.たのである。

それであるか ら，あなたたちはこれか らも
かた

キ リス トを確 く信 じて疑わず，完全な希望の

光 を抱 き，神 とすべての人 とを愛 して強 く進

まなければならない。それであるか ら，この

後 もたえずキ リス トの言葉 をよく味わいなが

ら強 く進み，終 りまで耐 え忍ぶならば 『永遠

の生命 を受 ける』，、か くの如 く天の御父が言い

たもうた。」(IIニ ー ファイ31：15，19-20)

私 た ちに行 くべ き道を示 して下 さる聖霊の

光 を受け ることは， きわめて大切である。神

権 を通 して働 く聖霊は，私たちの生活 を大い

に高めて下 さる。

「而して今輝 きて汝 らを照 らすその光は
，

汝 らの眼 を明るくす る彼によ りて来 り。而 も

また汝 らの理解 を生かす光 と同 じ光 なり。

而 してこの光 は，神の前よ りさし出でて広

大なる宇宙に満ち充て り。」(教 義 と聖約88：

11-12)

主 はフレデ リック ・G・ ウイ リヤムスに，

次の ように語 ってお られ る。

「これ を以て汝.忠実 なれ。而 してわれに命
たす

ぜ られたる職務 に服 し，弱きを扶け，垂れた
かいな

る腕を挙げ，かよわ きひ ざを強 うすべ し。

而 して汝終 りまで忠実ならば，汝 はわが父

の家にわが備えたる住居にあ りて，不死不滅

の冠 と永遠 の生命 とを与えられん。」(教 義 と
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聖糸勺81：5-6)

神 は，神のすべての子供が戒め を守 り， 人

生の目的を達成す るこ とができるように，一

人一人にみたまを与えて下さっている。次の

聖句に記されている通 りである.。

「『目がまだ見ず
，耳が まだ聞かず， 人の心

に思い浮びもしなかったことを，神は， ご自

分を愛する者たちのために備 えられた』ので

ある。
み た ま

そして， それを神は，御霊に よってわたし

たちに啓示 して下 さったのである。御霊はす

べての ものをきわめ，神の深みまで もきわめ

るのだからである。一 …

ところが，わたしたちが受けたのは，この世

の霊ではな く，神か らの霊 である。それによ

って，神か ら賜わった恵みを悟るためである。

この賜物について.語るに も，わたしたちは

人間の知恵が教える言葉 を用いないで，御霊

の教える言葉を用い……。」(1コ リン ト2：

9-10，12-13)

ロ レンゾ・スノー大管長は，みたまを求め る

ことの大切 さについて次のように語っている。

「人が神 と人の前に明 らかな良心を持ち続

けるためには， それな りの方法がある。それ

は自らの内に神のみたまを持ち続けることで

あ り，そのみた まとは，すべての男女 に与え

られる啓示のみたまである。このみたまは，

些細な事柄について も， その人が何 をなすべ

きか を提案 として示 して くれる。私たちは こ

のみたまの本質 を理解することができるよっ

に努めなければならない。それが理解できれ

ば，常に正 しいことを行 なうこ とができるよ

うになるからである.。これは広 く末 日聖徒全

貝に与えられている特 権である。私 たちは，

毎 日の生活においてみ.たまの導 きを受ける特

権が私たちに与えられていることを知 ってい

る。…… このみたまは.全 くの暗闇 を歩 くこ

とがないようにすべての男女に.与えられてい

る。.従って大管長や十二使徒。 それにイスラ

エルの長老たちの もとに勧告 を求めてや って

来ることは，必ず しも必要なことではないの
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で ある。教会 の会員には何 をなすべ きかが分

か る。 自らの内に， 自分が受けるはずの勧告

を一字一句違えずに知 っている友がいるので

ある。福音 を受け入れ，バ プテスマの水に下

り立ち，聖霊の賜 を受けるために頭に手を按

かれて以来，私たちの内には，間違ったこ と

をして自らの手で追い出してしまわない限 り，

友がいる。その友 とは聖 きみた まであ り，神

につける事柄 を察知 しては私たちに示 して下

さる聖霊なのである。これ こそ私 たちが光 を

知ることができ，続けて暗黒の世 界に とどま

ることのないように，主がお与 え下 さった偉

大な手段 なのである。」(ロレンゾ・スノーCoη 一

血泥η061～砂07'「大 会報告」1899年4月 ，p.52)

使徒 パウロは，私たちが聖 きみたまを悲 し

ませ， みた まを失 うことのないように，勧告
r
を与えている。

「神の聖霊 を悲しませてはいけない。あな

たがたは，あがないの 日のために，聖霊の証

印を受 けたのである。

すべ ての無慈悲，憤 り，怒 り，騒 ぎ，そ し

り， また，いっさいの悪意 を捨て去 りなさい。

互に情深 く，あわれみ深い者 とな り，神が

キリス トにあってあなたがたをゆるして下 さ

ったように，あなたがた も互にゆるし合 いな

さい。」(エ ペソ4：30-32)

ハ ロル ド・B・ リー長老は，次のように語

っている。

「私はみたまか ら教 えを得たことがある。

その結果，今私は，この世 界で安全な場所は

どこにもないこと，私たちの住んでいる場所

とても例外ではない とい うことを知 っている。

最 も大切 なのは，私たちが どのように生 きるか

とい うことである。戒めを守って初めて，イス

ラエルは安 全を得るのである。つま り，主の

聖 きみたまを伴侶 とし， その導 きと慰め を受

け られるよう戒めに従って生活 し， また神の

代弁者 としてこの世 におけ る管理を任された

これ らの人々の言葉 に進 んで耳を傾け，教会

の勧告に従 う.時，イスラエルは安全 を保 てる

のである。」(「大会報告」1943年4月 ，p.129)



大会の説教に聞き入る聖徒たち

教会 を支える活力源は，聖なる神権 を通 し

て働 く聖霊 である。教会はすべ てのプログラ

ムを啓示によって運営 している。主はオ リヴ

ァ ・カウ ドリに，次のように告 げられた。

「誠にまこ とにわれ汝に告 く"。……汝ある

知識 を受 くべ しと信 じて信仰 をもて真心 より
い か

求むる如何なる事 の知識 をも，これを得んこ

とは汝の神に して汝の瞭 い主 なる主の今生 き

て在るが如 く正に確な り。

然 り，見 よ，われ今汝に来 りて汝 の心 の中

に留るべ き聖霊に よりて汝の智と情 に告 げん

とす。

そ もそも，見よ， これは啓示の 『みた ま』

な り。」(教 義 と聖約8：1-3)

教 会 の大管長に指示が下 されるの もこの方

法である。ステー キ部長，ワー ド部監督，教

会員一人一人に指示が下 されるの も，この同

じみた まによる。

私は次の歌詞が好 きである。

み たまは魂 を目覚め させ，

心は喜 びにあふれる。

われらは神聖な 目標 を眺め見て，℃

主を身近に感 じる。

シナイ山での ような柴はな くとも，

主よ，今少 しみ姿を近 くに現 わしたまえ。

われらの心は燃えなか ったか。

みたまはここに火 と燃ゆる。

みたまは奉仕の望みを駆 り立て，

義務の道 を明 らかにす る。

主 よ， 日ごとわれらに示 したまえ，

すべての行 ない，すべ ての言葉 に。

(讃美歌204番 〔英文〕)

私 は，この大いなるみ業が真実であ るとい

う私の証を兄弟姉妹の皆 さんの心に残 したい

と思 う。この証 は，今述べたと同 じ方法で，

つ まり聖霊 を通 して，得た ものである。以上

のことを，イエス ・キ リ.ストのみ名により申

し上げる。アー メン。
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世の汚れに

染まらないように

七 十 人 第 一 定 員会 会 員

ジ ョ ー ジ ・Pl・ リー

人は神とサタ ンの両方と同時に手をつな

ぐことはできない。いずれか一方に限ら

れる

愛 する兄弟姉妹・き・う私は激 会の若人
の皆 さんにお話 したい と思 う。私は教会

の若人 を愛 している。今 日の若人は，有史以

来最 も立派な人々であると，私は心か ら信 じ

ている。このように申し止.げる理由のひ とつ

は，私が管理 しているア リゾナ州ホルブルッ

ク伝道部で働 く献身的で立派な宣教師たちの

中に，その証拠を見ることが できるか らであ

る。今 日の宣教師はかつてなく準備 をよく整

え，成長 し，高い霊性 を備 えて伝道に従事 し

ている。

皆 さんは前世 において，最 も勇敢 で，最 も

気高い霊たちの内に数 えられ ていた人々であ

る。 したがって神は，ある神聖な 目的 をもっ

て，この苦難に満 ちた末の時代 まで皆 さんを

とどめ置かれたのである。今 日地上に生 を受

けている選ばれた霊 たちは，前世 ですでに選

びを受けていた。天で従川頁であ り，勇敢 であ

り，義 しく生活 していたために選 ばれたので
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あ る。その時，皆 さんにはものを見る目があっ

た。すなわち霊の目をもって神 と，長子で あ

るイエス ・キ リス トを見た。また，サタンを

も見たのである。

天上 で戦いを起こしたサタンが皆 さんを自

分 に従わせ ようとした時，皆 さんは主の側 に

ついて戦 った。皆 さんは誠実であ り，忠実 で

あった。皆さんは義 しい生活 をし，主に望 ま

れることをすべて行なった。

そして今， この苦難 に満 ちた末の時代に，

天父はみ業 を遂行するため再び皆 さんを必要

としてお られ るのである。天上 において試 し

に遭った時，誠実かつ忠実に対処 し，その試

しに合格 した皆さんを，主は今必要 としてお

られる。主は また，皆 さん方若人に，地上の

あらゆる悪に立ち向かい，前世におけ ると同

じように現世で も誠実かつ忠実であるよう望

んでお られ る。さらに，長子であ り，贈 い主

であ り，救 い主である神の生みた もう独 り子

イエス ・キ リス トの再臨に備えて，主のみ業

を遂行するよう望んでお られるのである。

ここで，皆さんが主の僕 として働 く備 えを

す るに当たって，世の汚れに染 まらないよう，

次の事柄を提案 申し上げる。

1.神 は，若人の皆 さんが徳高 くあるよう

に望んでおられる。皆 さんは，神の選 りす ぐ

りの息子，娘である。従 って，徳高 く生活で

きるはずである。主は，「絶えず徳を以て汝の
おもい

想 を飾 るべ し」(教 義 と聖約121：45)と 言 っ

ておられる。

若人の皆 さんが持 っているあらゆるものの

中で最 も大切 なものは徳である。徳は高価な

真珠である。人は，富 と名声 を得 るために，

生涯額に汗 してあくせ くと働 く。 しか し，皆

さんの最 も大いな る富 と名声は，徳高い生活

を送ることによってこそ得 られ るのである。

そして，徳高い生活か ら得 られ る富 と名声 と

は，自分 自身と隣人に，また神よりもたらされ

る平安 であ り，それに義 しい生活の もた らす

喜び と幸福である。また，誠実かつ忠実で，

主 を愛する者 として天父の生命の書にその名



前を記録 されることは，世の誉れや栄光 を得

るよ りも，はるかに価値のあることである。

徳 と純潔 を盾 とし，よろい として身にまと

っていただ きたい。 そうすれば決 して打ち負

かされることはないであろう。値踏みのでき

ない尊い徳 を公然 と身にまとっていただきた

い。王冠 の宝石の ように箱の中に しまいこま

ないように。

パウロは述べている。「もし人が，神の宮 を

破壊す るなら，神はその人を滅ぼす であろう。

なぜ なら，神の宮は聖なるものであ り，そし

て， あなたがたはその宮なのだか らである。」

(1コ リント3：17)

若 人の皆 さんに申し上げる。神 を侮 っては

ならない。徳は神の律法である。

2.神 は，皆さんが常に祈 るように望んで

おられる。私は子供の頃，ナバホ族の保留地

にある粗末な狭い小屋の中で，ひざまずいて

よく祈 った ものである。私は多くの試練 を受

け，その度に誘惑に立ち向か うに必要 な信仰

と力と勇気 を天父に願い求めたのである。私

がひざまずいて祈 っていると，私の兄弟たち

は小屋のす き間か ら笑ったり，叫んだ りして

よく私 をひやか した ものである。 しか し私は

そのようなことを一向に気に留めなかった。

幼 い頃か ら誘惑に立ち向か う信仰 と勇気を

ひざまずいて神に願い求める若 人は，誘惑に

遭っても，それが色あせ て非常に魅力のない

ものであることを発見するであろう。 この満

ち足 りた俗世に浸 っていては，神が生 きてお

られ， この教会が真実であるという証 を強 く

す るこ とはできない。たとえわずかでも第一

歩を踏み出 し，絶 えず成長に努め るこ とであ

る。

皆 さんは祈 りによって信仰 を養 い育て る必

要がある。信仰 という名の筋肉を， 自分 自身

を支 えるほ どに強 くなるまで鍛練していただ

きたい。愛す る若人の皆 さん，ひざまずいて

祈るようにしていただ きたい。主は皆さん一

人一 入に見合 った証 を備 えて下 さっている。

しか し，願い求めなければその証を得ること

はで きないのである。

すべての若い男女は，デー トに出かける前

に祈 るようにすべ きで ある。非常に質素で貧

しい環境の下に生まれたナバホ族の少年が洗

練 された神の器になれたのは，ひざまずいて

祈 ったことによる。若い時に祈 る者は大人に

なって も祈る。そして， さらに祈 り続けるな

らばやがて神 となるのである。

3。 神は，皆 さんが主 イエス ・キリス トと

教会，および主の義に従 って立つように望ん

でおられる。 ヨシュアは自分の歩む道を決め，

次のように宣言している。「あなたがたの仕 え

る者 を， きょう，選びなさい，ただ し，わた

しとわた しの家 とは共に主に仕 えます。」(ヨ

シュア24：15)

皆 さん もヨシュアに倣 う必要がある。 ヨシ

ュア と同 じ決心 をすべ きである。新たな誘惑

に遭 って も，皆 さんは何 を決意 し， どの よう

に対処すれば よいかすでに知っているはずで

ある。すなわち，主に仕 えなければな らない

とい うことである。皆 さんの求めるべ きもの

は神の誉れであって，人の誉れではない。

私は家族の中でただひ とりの末 日聖徒 とし

て保留地で少年時代 を過 ごした。その間私は，

価値観を異にする友達か ら何度 も誘惑 を受け

た。実の兄弟や姉妹 まで私 を試みた。

私の兄弟たちは，私にも自分たちと同 じよ

うな生活をさせ ようと相談 し，ある日私に襲

いかかって私 の手足を縛 りあげよ うとした。

そ して， 身動 きのできな くなった ところで，

私の口にぶ どう酒 とビール を流 し込 もうとし

たのである。 しか しその企ては成功 しなかっ

た。私があらん限 りの力 と勇気 をふ りしぼっ

て抵抗 したか らである。私は必死にその場か

ら逃 げた。しか しそれで も私は彼 らを愛 し，

彼 らを赦 して下さるよう天父に願い求めた。

皆さん もそのようであってほしい。皆さん

の肉親の兄弟姉妹，愛す る人々，友人と真向

うか ら対立す るような事態に陥ろ.うとも，主

の側に立つ ようにすべ きである。

4。 神は，皆 さんが 自分な りに作 り上げた
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神の姿を追い求めるのではな く，真実の神 の

みに仕えるよう望んでおられる。主は言われ

た。「彼 らは主の義 を打建てんために主を求め

ず して， あらゆる者おのが心の ままに振舞 い

おのれ らの神の姿 を求 むれ ども，その姿は人

の世の像に してその本質は一個の偶像 なり。」

(教義 と聖約1：16)

皆 さんは，神 とサ タンの両方 と同時に手を

つな ぐこ とはで きない。いずれか一方に限 ら

れる、霊的な事柄 よ りもハー ドロックミュー

ジックや その他 この世 のものを重要視す る時，

その人はサ タンと手 を結び，暗闇の中を歩ん

でいると言えよう。そ うするうちに， その人

は霊的な事柄に無感覚 とな り，やがて教会や

伝道に対す る興味 と気力を失 うであろ う。そ

して，その心は恐れ と疑惑に包 まれ る。 また，

自分なりの道を歩み始め，「その姿は人の世 の

像に してその本質は一個の偶像な り」 と言わ

れる自分で作 り上 げた神の姿を追い求め るよ

っになる。スポーツの花形選手や映画スター，

ロックミュー ジックのスター，お金，スポー

ッカーといったものは，「人の世の像 にしてそ

の本質は一個の偶像」にす ぎないのである。

したが って，それらのものをあがめないよう

にしていただきたい。

5.神 は，皆さんが従順であるよ う望んで

おられる。両親，神権指導者，および主に従

順になれるよう自らを鍛練 していただ きたい。

従順 は人に成功 と幸福 をもた らし，不従順は

人を反抗 と霊性 の衰退に導 く。両親か ら16歳

になるまでデー トをしてはな らない と言われ

たら，その言葉 に聞き従いなさい。また，神

権指導者から純潔 を守 るようにと勧告された

ら，その通 りに していただきたい。 さらに，

主か らすべ ての若い男性は伝道に出るよ うに

と勧告 されたら，そのみ言葉に耳を傾け，従

っていただきたい。「汝らわが言うところを行

わば，主なるわれ これに対 して責任 あり。 さ

れど，汝 らわが言 うところを行わずば汝ら何

ら約束 を受けず。」(教 義 と聖約82：10)主 は
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こ う告 げておられる。

6.神 は，皆さんが一生懸命に聖典 を探求

す るよう望んでお られる。若い頃から聖典 を

愛読す るように していただきたい。また， 自

分の標準聖典 を持つよ うにお勧めする。聖典

は心を啓発 し，力 と勇気 と平安 と落ち着きを

もた らす。それに引 き換え，不健全な世 の文

学は， 人の心 を暗 くす る。

聖典は若い男性に伝道の備 えをさせ，また

彼 らが実 り多い伝道 を行なえるように助ける。

一方，若い女性 には母親 となる備 えをさせ，

シオンにおけ る麗 しく優 しく愛情に富んだ母

親 となる助け を与 える。 また何よ りも，聖典

は，皆 さんが世 に打ち勝てるように助け， 日

の光栄の世界において神々 とな り，王 とな り，

女王 となることを可能に して くれ る。主は次

のように言ってお られる。

「主，われ言いたるこ.とは，われ言いたる

な り。われ言い逃れせず。天地は過 ぎ行 くと

も，わが言は過 ぎ行 くことな くして成就すべ

し。わが声にて言わるるも，僕 らの声にて言

わるるもみな一つな り。」(教 義 と聖約1：38)

若 人の皆さんにお願 いする。どのような誘

惑に遭お うとも，主の側に立つ決意をし，主

に従っていただきたい。皆さんは主のみ前か

ら断ち切 られ るにはあまりに も麗 しく，清 く，

純粋である。誘惑 を自分の身に招かないよう

にしていただ きたい。誘惑の中で最 もよくな

いのは， 自分で計画 し，おぜん立てをする誘

惑である。 もし世の人々が皆 さんを嫌い，時

代遅れだ と言 ったら，次の主のみ言葉 を思い

起 こしてい'ただきたい。「もしこの世があなた

がたを憎むならば，あなたがたよ りも先にわ

たしを憎んだ ことを，知ってお くがよい。

もしあなたがたがこの世か ら出た ものであ

ったなら，この世は， あなたがたを自分の も

のとして愛 したで あろ う。 しか し，あなたが

たはこの世の ものではない。かえって，わた

しがあなたがたをこの世から選 び出 したので

ある。だから，この世はあなたがたを憎むの

である。」(ヨ ハネ15：18-19)

若 人 の皆 さん，世 の人々に倣ってはならない。

世 の人々と異な りなさい。世の人々 とは異な

る，特異な存在 となることは，楽 しいもので

ある。皆 さんは，この世 を克服 し，罪 を克服

し，憎 しみ を克服し，偏見を克服 し，失望を

克服 し， 肉欲 を克服 して，前世 におけ ると同

じように誠実かつ忠実な者 となる使命 を帯び

ている。前世で皆 さんは試 しに合格 したので

ある。勇敢 であり，従順であった。主はその

皆さんに， この世 において も同様に従順で，

勇敢であるよう望 んでおられるのである。

「人はひ と跳びで地獄に行 くわけではない」

と言 った人がいる。私 は皆 さんが誘惑に抗す

る十分な力 を備え，悪 の兆 しが見 えたならば

慎重にそれに対処 してその誘惑を避け るよう

祈 っている。きょうの皆 さんは，美しく，麗

しく，清い。しかし， あすの皆さんは皆 さん

の選びにかかっている。皆 さんの将来は明る

く，祝福に満 ちている。若 さは力である。教

会が有す る最 も大いなる将来の力は若人であ

る。国家についても同様である。

神は皆 さんを愛しておられ る。私も皆 さん

を愛 してい る。皆さんのような若人がいるこ

とを， 日々神 に感謝 している。また，神が永

遠にわたって常に皆 さんを見守 りた.もうよう

に祈 っている。 イエス ・キリス トのみ名によ

り申し上げ る。アー メン。

タバナ クル合唱団指 揮者 ジェラル ド・D・ オタ リー
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決

大祝福師

断

エ ル ド レ ッ ド ・G・ ス ミ ス

決断を下す際に，主の導きを求め，神か

ら与えられた自由意志の権利を行使して

いたださたい

私 もモンソン長老と同じように諾 人につ
いてお話 したいと思 うが，通訳の方々の

ことや，割 り当て られた時間について考 える

と，そ うすることをあきらめ ざるを得ない。

きょう私が 申し上 げたいことを一言でまと

めると，「決断」ということである。決断す る

とは，神 より与えられた 自由意志の権利を行

使することである。

ある人は， 自分で決断 したことを他の人に

押 し付けようとす る。

また， 中には， 自分で決断す ることを嫌 う

人 もい る。

即座に正 しい決断を下す賜 をいただいてい

る人もいる。他のあらゆる賜 と同様，決断力

を強 くす るには訓練が必要である。そして，

訓練すればす るほ ど，決断は容易に下せ るよ

うになるのである。

農場に働 きに来た町の少年 もそのような経

験をした。 じゃがいもを選別 していた時に，
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あ る人か ら農場 で働 くことが好きか と尋ねら

れ，彼はこう答 えた。「仕事はとても好きです。

でも，選別 って大変なんですね。」

余暇をどの ように過 ごすかによってその人

の人格が計 られるとは， よく言われる言葉で

ある。すなわち， 自分 ひとりで下す決断によ

って人格は計 られ るのである。

人がこの世で生活する主な自的のひとっは，

決断の下 し方 を学ぶこ とである。会社や教会，

家庭における良い指導者 とは，適切 な決断を

下すこ とのできる人である。そのことに関連

して，監督やステーキ部長が下す決断につい

て考えてみていただ きたい。

主は言 っておられる。「これわが業にしてわ

が栄光，すなわち人に不死不滅 と永遠の生命

とをもたらすな り」(モ ーセ1：39)と 。

ロレンゾ ・スノーは福音の計画 を説明する
ぜんぽう

に当たって，その計画の全貌 を次のような短

い言葉で見事に表現 した。「人が現在あるが ご

とくに神 もかつてあり，神が現在あるがごと

くに人 もなり得るのである。」(ロ レンゾ ・ス

ノー，1892年1月11日)

人が現在の神の段階に至るためには， 自ら

重大な決断を下せ るようにならなければなら

ない。

多 くの人は，祈れば，あるいは神権者か ら

祝福 を受ければ，すべ ての問題に対 して主か

ら答えをいただけるものと考 えている。また，

若人の中には， 自分の選ぶべ き学科，学校，

職業，お よび会社 を明 らかにして下さるよう

主に願 う人 もいる。確かに私たちは祈 りや祝

福 を通 して多 くの助けを得ることができる。

しか し，最終的な決断を下すのは皆さん 自身

である。

私たちが正直に生活 している限 り，主は私

たちの学科や職種 をそれほ ど気に してはお ら

れないのではないか と，私は考えるようにな

った。主が心に掛けておられるのは，私たち

が不死不滅 と永遠 の生命，す なわち昇栄 を得

ることが できるか どうか とい うこ とである。

人はみ な固有の才能を持っている。系図を



調べ て，皆 さんの好 きなこと，得意なことの

中で先祖か ら受け継いでいる才能 を見いだ し

ていただきたい。そして，その分野のスペシ

ャリス トになっていただきたい。皆 さんが学

業や 日々の務めに励む時に，主はその努力に

対 して祝福 を与えて下さるであろ う。

主はオ リヴァ ・カウ ドリに，啓示 を受ける

ための鍵 を与 えられた。

「見 よ
，われ汝 に告 ぐ，汝心の中によ く思

い計 り， その後願 うこ ともし正 しか らば汝願

わざるべか らず。願 うこと正 しか らば，その

時われ汝の心 を内に燃や さん。これによりて

汝にその正 しきを感ぜ しむ。 されどもし願 う

ところ正 しか らずば，かかる感な くして汝の

心 は次第に鈍 くな り， そはついに悪の悪 たる

を忘れ しむるに至 らん。」(教 義 と聖約9：8

-9)

これ は，私たちが重要な決断を下す際に常

に指針 とすべ きこ とである。言葉に出すか否

かを問わず，私たちは 日々絶 えず決断を下 し

ている。 これが 自由意志，すなわち選択 をす

る権利である。

今 日の教会の成長ぶ りから見る時に，1831

年 ミズー リ州 ジャクソン郡 において与 えられ

た次の啓示が いかに素晴 らしい ものであるか

がよ く分かる。
ことごく

「見よ，われ汝 らにすべての事 を悉 く命ず
や

るは至当ならず。 そは，.すべての事 巳む を得

ざれば為 さざる者 は怠惰な り，賢 き僕にあら

ざればな り。これを以て彼は良き報いを受 く

ることなし。

われ誠に汝 らに告 ぐ，人は努めて善 き業に

従 い，多 くの事をその自由意志によりて為 し，

多くの正 しき事を為 し遂げよ。

そは人自らの中に 自由の意志あ りて己れの

事 を自ら為す者なればなり。従って人善 を為

さば決 してその報 いを失わざらん。」(教 義 と

聖糸勺58：2628)

シナ イ山を下 りて来たモーセは，次の よう

に言った。「すべて主につ く者はわたしの もと

にきなさい。」(出 エジプ ト32：26)ま た ヨシ

ユアは叫んでいる。「それゆえ，いま，あなた

がたは主を恐れ， まことと，まこころ と，真

実 とをもって，主に仕 え……なさい。……あ

なたがたの仕 える者を，きょう，選 びなさい。」

(ヨ シュア24：14-15)

不 正 直を避 けて正直 を選び，同胞に奉仕し，

神の王国を建設す るために，神か ら与えられ

た 自由意志 を賢明に用いていただ きたい。

また，早い時期 に伝道に出る決意 をしてい

ただきたい。現在，伝道に出るべ き多 くの若

人が伝道 に出ていない。これは，早い時期に

その決意をしなかったために，充分な計画を

立てられなかったか らである。その結果，ほ

かの活動 の方が大切に思 われるようになった

のである。

皆 さんが福音 を宣べ伝 える期間は2年 間だ

けではない。生涯福音 を宣べ伝えようと決意

すべ きである。伝 道の2年 間は，福音の教 え

方 を学ぶ時期 であるに過 ぎない。その経験を

生か して，私 たちは残 りの生涯 を福音の伝道

に費やすのである。

皆 さん自身の行 ないによって福音 を宣べ伝

えていただきたい。徳高 く清い生活 を送 って

い.ただ きたい。不道徳に走 らず， ポルノにお

ぼれるこ とな く3清 い生活 を送 る決意をして

いただ きたい。そ うす る時に，皆 さんは，主

の宮居でこの世においても永遠にわたっても

有効な結婚 をす るにふ さわしい者 となるので

ある。 また，ふさわしい者になろ うとす るだ

けでな く，主の宮居で結婚 しようと決意 して

いただ きたい。

日の光栄の結婚 の律法 に従 って生活す るよ

うお勧めす る。結婚式では，「ふ えよ，地に満

ちよ」 と命 じられる，主は，教義 と聖約中の，

日の光栄の結婚に伴 う祝福について述べた箇

所で，「わが誓約を守り罪無き者の血 を流す殺

人 を犯さずんば」(教 義 と聖約132：19)と 述

べてお られ る。皆 さんはこの言葉 をどう理解

してお られ るだろうか。主はここ.で堕胎につ

いて触れてお られる， と考 えることはできな

いだろうか。 よく考 えていただきたい。 まだ
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この世に生 を受けていない子供以上 に罪のな

い者がいるだろうか。主はなぜ結婚 に関す る

事柄の中で，殺人 を取 り上げてお られ るのだ

ろうか。受胎は神 と人 との契約 である。すな

わち，人が肉体 を創造 し，神がその肉体に霊

を送 り込んで下 さるのである。人が罪を犯 さ

ない限 り，主は決 してこの契約 を破棄 されな

い 。

聖典 を学んでいただきたい。福音の計画に

ついて学び，その一端 を担 う者 となっていた

だきたい。

また，主の戒めを守 り，神の王国の一員 と

して，再臨に備えなければならない。.

決 断を下す際に，主の導 きを求め，神か ら

与えられた自由意志の権利 を行使 していただ

きたい。そうす る時に，皆 さんは私 と同じよ

うに，この教会がイエス ・キ リス トの教会で

あることを知るであろう。このこ とをイエス ・

キリス トのみ名によ り証 申し上げる。アーメ

ン。

ゴー ドン ・B・ ヒ ン ク レー十 二使 徒 評 議 員 会 会 員(左)と ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル大 管 長

44



自分 ひとりの力では

到達でさません

七十人第一定員会会員

ロナル ド ・E・ ボールマ ン

新 しく召された教会幹部の言葉

私 たちすべての者の救い主である主は・私
たち一人一入を，「誠に真にへ りくだりた

る心 と悔 いる精神」(教 義 と聖約59：8)を 持

ってみ もとに来 るようにと招 いてお られ ます。

私は今ほどその ような主の招 きと要請の重大

さを感 じたことはあ りません。それ と同時に

私は，すべ てが一新 され，大いなる力が湧き

上が るのを感 じて，心か ら感謝 しています。

私はこの召 しを信仰 と希望 を持ってお受け

したいと思い ます。小 さなカメが門柱の頂 き

にいる自分 を見いだして驚 くように，私 も自

分ひ とりの力では到底 この場所に到達するこ

とはできなかったこ とをよ く知 っています。

愛する家族，友人，恩 師，指導者，その他

交流のあった方々に，私 は言葉 では表現でき

ない感謝の気持 ちを抱いてい ます。振 り返 っ

てみ ると，私の人生は自分が考 えていた より

もは るかに困難であ り，それでいて満た され

た ものであったように思い ます。私はただ，

これ までに経験 して きた いろいろな事柄が，

今後の私 の人生に何 らかの形で役立つよう祈

っています。それというのも，救い主のみ業

に携 わるよう神 の予言者によって召されたか

らです。 しか し同時に， 自分の至 らなさを痛

感 している次第です。その至 らなさを思 うに

付け， この召しに対する自分の備 えはたった

今始 まったばか りであることを認め ざるを得

ませ ん。

支持の挙手をして下 さった， キンボール大

管長を初め とす る教会幹部の皆 さん，および

この場にお集 まりの皆 さん方一人一 人に心か

ら感謝 しています。私はここで皆 さんに， 自

分に与 えられ る責任を全力を尽 くして遂行す

ることをお約束申し上げ ます。

私は今から30年 ほ ど前に，熱心に学び，心

から祈 って，聖 きみたまによ り，ナザ レのイ

エスが神の御子であ り，私たち一人一人の救

い主，腰 い主であるという確信 を得 ました。

またこの確信 を得た後，同 じみたまの導 きに

より，主の福音が永遠に真実であ り，実際に

この世 に回復 されたことを知 ることができま

した。さらに，私の大好きなモルモン経 を含

む四大標準聖典は神 よ り与え られた記録であ

るこ と， ジョセブ ・ス ミスか らスペ ンサー ・

W・ キンボールに至る大管長はすべて神の予

言者であること，そ して天父は私たち一人一

人を愛 してお られ るこ とをも知 るこ とができ

たのです。私はこれ らの事柄 を知 ることがで

きて感謝 しています。それ と同時に，これ ら

の事柄が真実であることを，愛す る救い主イ

エス ・キ リス トのみ名により皆さんに証 しま

す。アー メン。

☆ ☆
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「神の王国を

出で行かせたまえ」

十二使徒評議員会会長

エズラ ・タフ ト・ベンソン

全世界のキ リス ト教徒たちは，神のみ国

が来るようにと何世紀にもわた って祈 リ

続けてさた。今がまさにその時である

先 日・ヨー ロッパ大陸 とスカンジナ ビア半
島を訪れた時 に，私は何度か新 聞記者の

会見を受けた。記者たちは，改宗者の増加か

ら教会が著 しい発展 を遂げていることを知 っ

て，とても驚いた様子 であった。私は彼 らに

言った。「私 たちはこのように教会員が急速 に

増えていることを感謝 しています。 しか しも

っとうれしいことは，教会貝の信仰 と霊性が

高まっていることです。」次いでその言葉 を裏

付けるために幾つかの統計 を引用 した。私が

1943年 に初めて十二使徒評議員会に入った当

時，聖餐会の平均 出席率，つ まり日曜 日の礼

拝行事の出席率 は20パ ーセン トであった。そ

れが，今 日全世 界の出席率 は約41パ ーセン ト

である。 しか も若 人の出席率は46パ ーセン ト

である。また，子供たちが出席す る初等協会

の出席率は67パ ーセ ントに も達す る。教会員

の成長，進歩 ，霊性の高揚 は，決 して偶然の

所産ではない。それはまぎれもな く永遠の真
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理 に基づいた素晴 らしいプログラムがあるか

らである。

イエスは最初 の十二使徒に，これが時の し

るしであることを述べ られた。

「そし
.てこの御 国の福音 は，すべ ての民に

対 してあか しをす るために，全世界に宣べ伝

えられるであろ う。そしてそれか ら最後が来

るのである。」(マ タイ24：14)

今 日，末 日聖徒イエス ・キリス ト教会 は，

入国 を許可 して くれるすべての国々で回復 さ

れた福音のメッセージを宣べ伝 えている。 こ

れは，「末 日に神の王国が建てられ，決 して滅

びることも他の民の手に渡 され るこ ともない

ことを予見 し，予言 した」(ジ ョセブ ・F・ス

ミス 「死者の蹟 いに関する示現」44節)予 言

者 ダニエルの受けた示現 と啓示の成就である。

彼は王国の始 まりを，人手によらずに山か ら

切 り出され る石 にた とえてい る。示現 では

その転が り落ちた石 はやがて大 きな山となっ

て全地に満 ちた。(ダ ニエル2：34-35，44-

45参 照)

この夢の解 き明かしは，近代の啓示の中で

主が予言者 ジョセブ ・ス ミスに与えておられ

る。

「神 の王国 の鍵 はこの世の人の手に委任 さ

れ，福音はここより転じ行きて世の果にまでも達

せん。あたか も人手に よらず山より切 り出さ

れたる石の転が り出でて，ついに全世 界に充

ち満つ るが如 し。」(教 義 と聖約65：2)

こ れが，神が定められたこの教会 ，この王

国の行 く末 である。

しか しこの末 日のみ業に神のみ手のあるこ

とを認めない人もいる。イエスはニコデモに

言われた。「だれでも新 しく生れなければ，神

の国を見ることはできない。」(ヨ ハ ネ3：3)

聖 霊 の導 きと霊感を受けない人は，教会の発

展を単に社会的な出来事 としか見ないことだ

ろう。

私たちは，聖徒たちが義 しい生活を送 り，

神の王国の発展が続 くように と望 んでいる。

しか しそれに反対するものが必ず存在すると



いうことは言 うまで もない。十二使徒評議員

会は1845年 に次のような声明 を出している。

「このみ業 は発展 を続け，政治的 ，.宗教的な

集団の反発が もっと強まるであろう。その時

に，中立 を守 る王 ，統治者，従者 ，団体，個

人はいな くなるであろ う。すべての ものは二

分 される。す なわち，神の王国に味方す るか ，

さもなければ敵対す る。」(ジ ェームズ ・R・

クラー ク編，!吻SS㎎8S(ゾ 漉6凡 癖P㎎S毎6η の

げ 漉6C勉 名訥 げ ノ6膨sC勉 万s'げLα 舵処磁y

S厩窺S「 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会大管

長会 メッセージ」1：257)

主 は次のよ うに宣言を下された。「すなわち

シオ ンはその美 と聖 とを増 し，その境域は拡

が りその ステーキ部は堅 うせ られざるべか ら

ず。」(教 義 と聖約82：14)正 義 が増せ ばそれ

につれて悪 も増す。私たちの周囲にはこれ を

立証する出来事が数々あ り， ときどき教会員

を絶望 に追いや るこ とがある。 しか し私 たち

は，主が御 自分のよ しとされる時に，み ここ

ろにかな う方法 でそれ を解決 して下 さる とい

う保証 を与え られている。

「主
，われは悪 しき人々に対 して怒 り，……

われ怒 りて誓 をな し地 の面 に戦いあれ と命

・じたれば
，悪 しき者悪 しき者 を殺 し，あらゆ

る人々恐怖におそわれん。

而 して聖徒 らもまたほ とん ど逃 るるこ と能
くみ

わ ざ らん 。 さ りな が ら主 わ れ は 聖 徒 ら に 与 し ，

御 父 の 前 よ り天 下 り来 り， 消 え ざ る火 を以 て

悪 し き 人 々 を 焼 き尽 さ ん 。」(教 義 と聖 約63：

32-34)

過 去 に ， ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大 管

長 の 祖 父 に あ た る ヒ ー バ ー ・C・ キ ン ボ ー ル

副 管 長 は 次 の よ うに 予 言 し た 。

「聖 徒 た ち は や が て 誠 実 さ を試 さ れ る試 練

に遭 うで あ ろ う 。 そ の 圧 力 は 次 第 に 大 き くな

り ，彼 ら の 中 の 義 人 た ち は 救 い が 与 え ら れ る

ま で 日夜 主 に 助 け を 求 め る よ う..にな る で あ ろ

う。」("Pγ01)h6c：yq〆玩 ∂θ7CL.κ ゴ勉 δσ11.'Deseret

Ne胃s『 ヒ ー バ ー ・C・ キ ン ボー ル の 予 言 』

「デ ゼ レ ト・ニ ュ ー ズ」1931年5月23.日
，p.3)

しか し主は近代の啓示の中で，「もし汝らに
おそ

備 えあ らば怖 るることなからん」(教 義 と聖約

38：30)と 言 ってお られ る。果たして今私た

ちには備えがで きているだろうか。私たちが

その ように努め るならば，神は必ず私たちに

将来の試 しに耐 える備 えができるように助け

て下 さる。

私たちに与 えられたこれらの警告 と，増加

しつつある悪の現象 を見て，教会員たちは次

のように問 う。「教会はどうして社会の悪 をも

っ と明 らかに しないのでしょうか。」「大 きな

陰謀 をめ ぐらす者がいるのでしょうか。」「学

校や一般社会にはびこっている偽 りの教えと

戦 うために，私 に何 が でき るでしょうか。」

「不安定 な政 治経済情勢の中で
，息子や娘た

ちに大学や将来の職業のために どの ような備

えをさせればよいでしょうか。」「教会には私

たちを取 り巻 く問題に対 して用意された答え

があ りますか。それ とも，ほかに答えを得 るた

めに何か しなければなりませんか。」

私 たちは偽 りの社会のただ中から抜け出せ

ない自分 を見るとす ぐに絶望 して しまう。し

か し私たちは，主が 「世の光 として，また人

人 を救 う者 として」(教 義 と聖約103：9)こ

の世 の聖徒たちを遣 わされたことを忘れては

な らない。今はまさに 「シオンは起ちてその

美 しき衣 を着 け ざるべか らず」(教 義 と聖約

82：14)と 言 われたその時である。将来教会

とこの世 との違 いはますます大 きくなるであ

ろ う。 しか し，その違いのゆえに，私 たち神

の子供たちのために定められた神の計画に従

って生 きたい と願 う人々にとって，教会がも

っと魅力的な もの となるよう望んでいる。

教会は将来 ，正直，高徳 ，真実，ほむべ き

ことの象徴 となるであろう。そ してこのよう

な義の立場をとることに よって，あらゆる罪

悪 ，あ らゆる偽 りの教 えを否定す ることだろ

う。大管長会 と十二使徒会は偽 りの教えや罪

悪 に注意 を払 い，主が指示 される通 りに世の

人々と聖徒たちに絶えず警告 を与 え続けるで

あろ う。
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確かに悪の陰謀 はある。それ らすべ てはサ

タンとその軍勢か らくるものである。サ タン

は主の声に 「聴 き従わぬすべての者 を欲する
とりこ

ままに虜となす」(モ ーセ4;4)大 きな.力を

持 っている。彼は，政府 を通 して，また偽 り

の教育 ，政治，経済，宗教，社会哲学，ある

いは秘密結杜 を通 して，そのほか様々な方法

をとって，人々にその邪悪な影響 を及ぼす。

彼の力と影響力は非常に大 きく，できれば選

民をも惑わそ うとす る(マ タイ.24：24参 照)。

主の再臨が近づ くにつれて，サ タンはいろい

ろ巧妙 な方法 を用いて人々 を惑わ し，その活

動の範囲を広げることだろう。 したがって聖

徒 たちはほむべ きすべての事柄 をしっか りと

堅持 しなくてはならない。家族の長は，国家 ，

学校，家庭 ，地域，商店 ，映画館等 ，人々 と

のすべての交流の場に あうて子供 たちが健全

な影響 を他の人々に及ぼせ るようにする責任

がある。また両親は，子供たちのために自由

を守ること，また，借金や浪費 をして次の世

代 を苦 しめることのないようにすることの大

切 さを知る必要がある。神の王国の福音は 自

由の中においてのみ繁栄 をもたらすdし たが

って，すべての成人は政府の指導者 を選ぶ際 ，

主のみ言葉に従う責任がある。「われ，主なる

神 は汝らを自由ならしむ。故 に，汝 らは誠に

自由な り。……

さりながら，悪人たち世 を治むる時は国民

悲 しむ。

この故に，汝ら正直なる人々と賢き人々 を

熱心に探 し求めよ。」(教 義 と聖約98：810)

各地 方，各国の公務に携わる人を選ぶ時は，

賢明で徳高い人を選ぶ ようにす ることが是非

とも必要 であ る。

教会の指導者か ら特別 な指示 を受けていな

いか らと言って，.自分の住む地域社会の事柄

に関心 を示 さない家長があま りに も多過 ぎる。

主は次のように述べておられ る。
ことごと し

「われ汝 らにすべての事 を悉 く命 ずるは至
とう や

当ならず。そはすべての事 已むを得 ざれば為

さざる者は怠惰な り，賢き僕にあらざればな
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り。……

……人は努めて善 き業に従 い
，多 くの事 を

その自由意志によりて為し，多 くの正 しき事

を為 し遂げ よ。

そは人自らの中に自由の意志あ りて……。

従って人善 を為 さば決 してその報いを失わ ざ

らん。」(教 義 と聖約58i26-28)

この神権時代の予言者 ジョセブ ・ス ミスは

次のように語っている。「健全 で良い感化 を世

に及ぼ し，不健全 なものをな くすように一生

懸命努力す る義務が私 たちにある。」(研s'oη

げ'舵C勧 劣訪 「教会歴史」5：286)

私 たちは次のように 自問 してみなければな

らない。私たちは積極 的に良い感化 を及ぼ し，

全人類 を押 し流 してしまお うとする悪の洪水

を食い止め るよう最善 を尽 くし，自由の擁護

に努めているだろ うか，と。

家長の主要 な責任は，若人を将来に備 えさ

せ ることである。福音の原則は，効果的な家

庭 の夕べ を通 して教えることができ，その教

え を学んだ若 人は将来に対 して何の恐れも抱

かないほ どに強め られるであろう。 このよう

な教育は，信仰 と証 を持 って，楽 しい雰囲気

の下に行 なわなければならない。・

当教会の使命は，積極的に世のすべ ての人

人に王国の福音 を宣べ伝え，親族の死者 を救

い，教会の聖徒たちを完成させ ることであ る。

これまでの歴 史を通 じて，教会は時間，計画 ，

資金の無駄な くこの使命の達成に努めてきた。

つまるところ，この ような努力はこの世の問

題 を解決するための ものに過 ぎないのである。

ローマの総督 ピラ トは， 自分の前に引いて

来 られたイエ スに，あなたは王なのか と尋ね

た。それは政治的な質問であった。 しか し救

い主は答え られた。「わたしの国はこの世の も

のではない」(ヨハ ネ18：36)と 。 主のこの答

えは今 日に も適用する。主の王国のみ業は非

常 に気高い ものである。世 界の国々が直面 し

ている経済，政治 ，社会問題は，神 の助けな

くしては解決 され ないであろう。

将来必ずや聖徒 たちの信仰が試 される時が



来 るであろう。 しか し私たちは，現代の啓示

に述べ られている主のみ言葉に頼 り，それを

力とすることができる。

「神 はそ の能 力 で必ず義人たちを守 りた も

う。故に義人はおそれるに及ばない，……

…… 『たとえ火の力 を以てす るに至るともか

れ らは救わるべ し』 とあるか らである。」(1

ニ ーファイ22：17)

「わ れは汝 らの ために戦 わん
。」(教 義 と聖

約105：14)

「汝 に反抗せ ん として造 る武器は一つ も役

に立たず。……こはすなわち主の僕 らの受 く

る祝福な りd(IIIニ ー ファイ22：17)

「ま た大 い なる銀難人の子 らの中にあ らん

も，われはわが民 を護 るべ しd(モ ーセ7：

61)

神 の王国は衰退 しない し，滅びない。そし

て 「この世の国は，われ らの主 とそのキ リス

トとの国」(黙示11：15)と な るまで存続する

であろう。

予言者 ジョセブ ・スミスは次のように予言

している。

「いか なる汚れ た者の手 も
，このみ業の発

展を止め るこ とはできませ ん。迫害は威 を振

い，暴徒は連合 し，軍隊は集合 し，中傷の風

が吹 き荒れるか もしれません。 しか し神 の真

理は大胆かっ気高 く，悠然 と出で立ち，あら

ゆる大陸 を貫 き，あ らゆ る地方に至 り，あら

ゆる国に広 ま り，あ らゆ る者の耳に達 し，神

の目的は成 し遂 げられるでしょう。か くして

大いなるエホバ は，み業は成ったと告げられ

ることでしようd(研 零彦oηげ 漉θC肋 励 「教

会歴史」4：540)

全 世 界のキ リス ト教徒 たちは，神のみ国が

来るようにと何世紀 にもわたって祈 り続けて

きた。そ して，今がまさにその時である と，

私たちは心か ら宣言す る。

全世 界の末 日聖徒に申 し上げたい。心 を騒

がせず，神の戒めを守るように。私見を加え

るこ・とな く，生け.る予言者の勧告に従ってい

ただ きたい。主のみ前を正 しく歩む よう子供

たちを教えていただ きたい。家庭で朝夕祈 り，

自分 と意見が合わなくて も行政に携わる人々

のために祈 り，全世界の国々の門戸が開かれ

て福音が宣べ伝えられ るよ うに，すでに与え

られている勧告に従って祈 っていただきたい。

国の法律に従 っていただ きたい。行政機関に

逆 らってはならない。公民としての義務 を果

たそ う。「悪に屈 してはならない。常に善 をも

って悪に抗 しなさいd(バ ー ジル)

神 の王国で忠実な生活を営んでいるすべて

の方々に申し上げたい。「まず神の国と神の義

とを求めなさいd(マ タイ6：33)「 汝 ら起ち

て己が光を輝かせ 。これ汝 らの光 よろずの国

民のはた じるしとならんため ，シオンの土地

とまたシオンのステーキ部 とに集合すること，
さけ ところ一つは防禦のため とな り

，また暴風雨の避所

とな り，憤 りのあ りのままに全地に注が るる

時に一つの避所 ともな らんためな りd(教 義

と聖約115：5-6)

「主 の御名 を呼 びてこの世に神の王国を来

らせ，世に住める人々をしてこれ を受け，来

るべ き時代の備えを為 さしめ よ。その時，人

の子は地上に建 てらるべ き神の王国にかなう

ため，彼の栄光に輝 く衣 を召 されて天の中よ

り降 りたもうべ し。

これを以て ，願わ くは天の王.国の来 らんた
」.め
，まず神の王国 を出で行かせた まえd(教

義 と聖約65：5-6)

私 はへ りくだ り，末.日聖徒 イエス ・キ リス

ト教会が今 日地上に回復 された神の王国であ

るこ とを証す る。教会の教え と祝福は，御父

のすべての子供たちのために備え られたもの

である。このことが真実 であることをイエス・

キリス トの聖 なるみ名により証 申し上げる。

アー メン。

☆ ☆.
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4月 り日(土)神 権部会における説教

くつをはきなさい

十二使徒評議員会会員

ハワー ド ・W・ ハンター

準備を始め，信し，万全の備えをしてお

さなさい。神の王国にお ける奉仕の機会

を失うような ことを言ったリ， した りし

てはならない

A宵 ，世 界各地で大勢の若人が， ソル トレー7
一 ク・シティー のモルモン・タバナクルで

行なわれているこの神権部会の話に耳を傾 け

ている。したがって私はこれか ら，その若人

を対象 としてお話 したい。 しかし，若人の父

や祖父である方々も， できれば聞いていてい

ただきたい と思 う。

数年前の教会の 『インプルーブメン ト ・エ

ラ』誌に，「くつ をは きなさい」 という若人向

けの記事があった。それは， 田舎のある小 さ

な高校のフットボールチームに籍 を置 く，名

もない選手の物語であった。この青年 はチー

ムに入ることは入ったが，一流の選手になれ

る見込みはまるでなかった。実際，正選手が

全員負傷でもしない限 り，その可能性 はな く，

補欠のそのまた補欠 という有様だった。

フットボール ・シーズンが終わ りを迎 える

頃，彼は試合に出る機会を与えられなかった

だけでな く，す でに出たいという望みさえな
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くしていた。そ してその年の最後の試合の時

のことである。彼は靴 を脱ぎ，毛布に くるま

り，ベ ンチに座って仲間の試合を眺めていた。

ところが， その試合 の半ばを過 ぎた頃，コ

ーチが彼の名前 を大声で呼んだ。彼は一瞬驚

いて，何かの間違 いだろうと思った。す ると

またコーチが彼 を呼んだ。「お前だ。ぐず ぐず

す るな，攻撃につけ」というコーチの声である。

どうしたらよいのだろうか。彼が最初 に考

えたのは，卒倒 でもして しまうこ.とであった。

次に考えたのは，聞 こえないふ りをす ること，

そ して最後に考えたことが，「ちょっと待って

下さい。今，靴のひもを結びますか ら」 と言

うことであった。そこで彼は男らしくベ ンチ

を飛び出す と，ヘルメットのひもを結びなが

らチームの方へ一 目散に駆けて行 った。しか

し，まだ靴は履いていなか った。 白の ソック

スだけで駆けて行 く彼に，両チームの選手は

もとより，観衆や コーチ も目を見張った。恐

らくコーチは，卒倒せんばか りの思いだった

に違いない。

彼は試合再 開の合図 をしたが，初めて試合

に出た興・奮でまごついているのがはた目に も

明らかだった。ボール を取 っても， どちらの

方向へ走ればよいか分.からない有様 であった。

味方チームが右側へ動 くの とは逆に彼は左へ

動 き，ついには，相手チームの突進にひ とり

で立ち向かって，猛進す る敵前衛の うね りの

中にのみ込まれてしまった。

彼は後 日，次のように語 った。「だれも私 に

得点 をあげることを期待 しませんでした。見

当はずれの方向に走って行ったことも理解 し

て くれ ました。でも，靴 を履かずに飛び出 し

て行 ったことに弁解の余地はあ りません」と。

今宵， この話に耳 を傾けている若人に申し

上げたいことは，常に福音の靴 を雁 き，将来

様々な機会のある.ことを信 じて行動 して欲 し

いということである。私は今，アブラハム ・

リンカーンの言葉を思い出している。彼は長

い間， 日の当たらない生活 を送 っていた。選

挙のたびに落選 した。 しか し，公職 に就いて



人々のために働 きたいと願い続けた。次の言

葉は，彼がそのような状態の中で語 った言葉

である。

「準備 をしておこう
。そ うすればいつか機会

が巡って くるだろうdそ れからしばらくして，

リンカー ンは，機会は備 えの.ある生活に味方

するということを体験か ら学んだのである。.

私 は，皆さん方若人が現に必要 とされてい

るといっこと， そしていっか将来，王国を助

け るために召 される日が来るというこ とを，

確かに知っている。実際私 たちはすでに皆 さ

ん を召 している。皆さんの交わ りと友情 と奉

仕 と標準が必要 なのである。皆 さんが受けて

いる責任の中には，小さ く感 じられ るものが

あるかもしれない。 しか し，そのような責任

もきわめて大切 であって，将来のもっと大 きな

奉仕への準備なのであ.る。

オ リヴァ ・カウ ドリも， しばらくの間であ

るが，試合続行中に靴 を脱いだひ とりであっ

た。そ して， そのため.に，教会歴史の中で大

きな失望 を引き.起こすことになったのであ る。

彼は，予言者 ジョセブ ・ス ミスがモルモン経

を翻訳 している陽 その.書記 として働 いてい

た。そして，主かち翻 訳の場 を与 える と告 げ

られた。(教 義 と聖約：6：25参 照)

しか し， オ リヴァは，，充分な準備 をしてい

なかった。自分.の能力に対す る信頼 も， この

偉大な末 日のみ業に対する信仰 も，以前に比

べて少 し弱 まっていたのである。「準備ができ.

る まで少 し待って下さい」 と彼は叫んだ。 し

か しやがて彼は.，，永遠のみ業は長 くは待って

くれない とい うことが分か るのである。主は

オ リヴァにこう言.われた。「われ……この特権
カドつ

を取 り去 りしは，汝が嘗て……始めたる如 く

に……つず けざ りしに よる。……諌怖れ しに

より時去 りて今は必要ならずd(教 義 と聖約

9：5，11)こ う して彼は人生の好機 を捕 え

損 じて，好機は永遠のか.なたに去 って しまっ

たのであ.る。

キンボール大管長か.らお許.しが いただけた

ら，大管長がいかに よく備 えをしてお られる

か，個人的な事柄につ いてお話 したいと思 う。

故ハ ロル ド・B・ リー大管長の葬儀の席上，

キンボール大管長.は，愛 と思い とを込めて次

のように語った。「リー大管長 は逝ってしまわ

れました。こ.のようなことになろう.とは夢に

も思 いませ んで した。このようなことが決 し

て起こらないように と，私 は心か ら願 ってい

ました。妻のカ ミラと私は，だれに も負けな

い くらい， リ』一大管長の長寿 と幸福 を一心に，

また絶 えず祈って きました。私は リー大管長

が先に逝 くとは思って もみ ませんでした。私

は リー兄弟 より4歳 も年上です。ですから私

は， 自分が リー.兄弟 より先に逝 くと思ってい

ました。私の心は，、 リー兄弟のことを考える

と張 り裂けんばか り.です。私 たちは， どれ程

深 く彼 を愛 しでいたことで しょうd(E郷 恕η

「エンサイン」1.974年2月 号p .86)

もち ろん， キ.ンボー ル大管長は， 自分が大

管長になるだろ.うなどとは考えてもいなか っ

た。 しか し，召 しが与 えられた以上， それが

いかに予期せぬものであったにせ よ，それ を

受けなければならない。そ して， キンボール

大管長にはその召 しを受ける備 えができてい

たのである。私'.たちは，長年にわたってキン

ボール大管長 と懇意にしているが，大管長は

いつ も備 えがで'きている。試合続行中に靴を

脱 ぐな どとい うことは決 してなかった。一度

としてその ようなことはなかった。だか ら，

「準備 がで き る・まで少 し待って下さい」 と言

っ必要 もなかった。今 の召 しを受 けようなど

とは夢にも思 っていなか ったか もしれないが，

大管長 は，その堂涯 のすべてを，現在受けて

いる責任の準備.のために費や してきたのである。

そのような準備がすでに何年 も前か ら始め

られていた とい・うことを，例 を挙 げて御紹介

したい と思 う。キンボール大管長が，今宵私

の声に耳 を傾けて.いる皆 さんの年代の頃の話

である。大管長が14歳 の時，教会のある指導

者が当時大管長.のお父さんの管理 しておられ

たステーキ部 を訪問 して，会衆に聖典 を続む

よう勧告 した。
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キンボール大管長は，当時の経験を思い出

して次のように言っている。「私はそれ まで一

度 も聖書 を読んだ ことがなかったのを認めた。

そ してその晩その説教 を聞いたあ と，1ブ ロ

ックほど離れた家に戻 り，狭い屋根裏部屋へ

通 じる階段 を昇 り、，小 さな机の上にある小 さ

な灯油ランプに火.を付けた。それか ら，創世

記の初めの数章 を読んだ。1年 後に聖書 を閉

じた時には，その大 きな素 晴 らしい本 を隅.

か ら隅 まで読み通 して いた。……私の 手に

負えそうもなか った。 しか し，他 人にできる

ことなら， 自分にもで きるこ とを私は知 って

いたd

キンボール大管長は さらに次の よっに言 っ

ている。「14歳の子供には理解 しに くい箇所が

数 々あるこ とも分かった。しかし，66の 書 を，

1，189章(英 文 で)1，519頁 に わたって読み終

えた時，私はひ とつ の目標 を定めてそれ を達

成できたという，言い知れない満足感 を味わ

ったのであったd

キ ンボール大管長はこの話 を次の ように結

んでいる。「さて私は自慢するためにこの話 を

しているのではない。私が灯油の明 りでそれ

ができたのだか ら， 皆 さんは電気の明 りでそ

れができる， とい うことを言いたいがために

例 としてこの話 を使 ったに過 ぎない。私は1

頁 も残 さずに聖書.を.読み通 したことを今 でも

喜 んでいるd(『 豊か で満 ち足りた人生を計画

する』 「聖徒の道」1974年9月 号，p。416)こ

の ようにして，また他.の数々の過程を経て，

若きスペ ンサー ・ウー リー ・キンボール兄弟

は，将来何が待ち構 えているか も知 らず， 黙

黙 と，かつ着実に準備 を重 ねていたのである.。

ここでもう一度，.教会の若人たちに申し上

げたい。準備 を始め.信 じ，万全の備 えをな

し，信仰を持 ちなさい 。神の王国における奉

仕の機会を失い，自分 を王国にふさわ しか ら

ぬ者 とするようなこ とを言った り， した りし

てはならない。将来の召しに備 えなさい。間

違いな く召しは来るのだか ら。福音の靴 を常

に履いていなさい。パウロはエペソ人に，「立
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って……平和の福音の備 えを足にはき」(エ ペ

ソ6：14-15)な さい と書き送っている。主

が今宵この場におられたら，はるか昔に天使

がシモン ・ペ テロに向か って言った言葉 を繰

り返 されるこ とだろう。「起 きあが りなさい。

…… くつ をはきなさい。……ついてきなさいd

(使徒12：7-8)

神 権 を持つ とい う特権 に恵まれていること

は， なん と栄えあることであろうか。神 は確

かに生 きてお られ る。イエス ・キ リス トは神

の御子であ り，私たちの主な る救い主である。

現在， この世 に神の予言者がいることを証 申

し上げる。今宵，私たちは， この大いな る会

で，その予言者 と席を共にす る特権に浴 して

いる。イエス ・キ リス トのみ名により申し上

げる。アーメン。
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わた しの思いではなく
，

みこころが成るように

七十人第一定員会会員

ロバー ト・L・ シンプソン

40億 の人々が，私たちが現在持 っている

ものを必要 としている。それを分かち合

う準備を していただきたい

愛 する神権者の皆さん・教会の全樹 儲 の
集 うこの偉大な集会に半年 ごとに集い，

私はそのたびに心を満たされて きた。この地

上のいか なる力 も，共通の大義 として神の神

権を持ってこの場に集っている多くの神権者

の力に恐ら く比肩 し得ないであろう。

私 たちは， トランジスターや同軸 ケー ブル，

人工衛星 といった現代 の奇跡 のお陰 で，互

いに遠 く隔たった地 に住 んでいなが ら，共に

この集会 に参加することがで きる。ソル トレ

ー ク ・シティーか ら地球 を約半周 したオース

トラ リアのパー スのイン ド洋に面 した海岸で，

宣教師たちと共 にこの神権会に参加 している

ブルース ・オ ピー伝道部長の姿が私 には 目に

見えるようである。その地ではすでに明 日の

朝である。

アルゼンチ ンにはカルロス青年がいる。そ

こは今，真夜中である。 しか し，生け る予言

者か ら教 えを受 ける特権に浴することを考 え

ると，睡眠時間が2，3時 間少な くなることな

ど大 した問題ではない。カルロス青年は，宣

教師 として，生涯の2年 間 を主のみ業 に投資

しようと準備 を進めている。

投資について一言 申し上げる。先 日，大通

りを歩いていると，人々を投資に誘 う看板が

多いのに驚いて しまった。 どの銀行でも，投

資の条件に応 じて，投資額の6パ ーセン トか

ら8パ ーセ ン トの配当を約束 してい る。
-丁 度4カ 月前

，ひとりの宣教師が，オース

トラ リア ・ニュージーラン ド地区の伝道部 で

の伝道 を終えた。次の手紙は，主のみ業に2

年 間を投資 したら，主がどれ程，利息や配当

金を支払って下 さるか を証明す るものである。

その宣教師は次のように書いている。

「まず第一に， しか も一番重要なことは，

祈 りの重要性 と力 とを知 ったこ とです。主 と

交わ りを持てるようにな り， どうすれば主の

答えを知 ることができるか も分かるようにな

りました。主は 『そ うではない』 と言 われる

時 もそれが分か るようにな りま した。主に対

して絶対的な信仰 と信頼を寄せ るこ とがで き

るようになったのです。この ようなことは以

前はなかったこ とです。聖霊のささや きに注

意深 く耳 を傾けることができるようにな りま

した。また，識別の賜 もよく使 えるようにな

りました。この賜は以前からある程度は持っ

ていたのですが，伝道中に，.その賜を適切に

使 う方法 を知 りました。 しか し，何にも増 し

て大切 なことは， 自分 自身について，私には

本当に何ができるのかを知 ったことです司

さらに続けて茨の ように書いている。「自分

にも他の人々と心 を通わせ る能力があること

を知 りました。 これは，私の生涯の中で も，

最 も画期的な出来事です。伝道 を終えてか ら

は，大学構内で もちゃんと顔 を上げて，人を

まともに見て歩けるようにな りました。今で

は人といて も気持 ちが高ぶったりしません。

どんな状況にも敢然 と立 ち向かえますし， 自

分の考えを述べ ることにも恐れはあ りません。

しか も当を得 た意見 を述べることさえできま
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す。物の考 え方が以前 よりはるかに理路整然

とし，落ち着きも出て きました。母は私が こ

のように変わったこ とが信 じられないようで

す。また，私はこれまでに.なく物事に真剣に

取 り組み， 多くの成果 をあげ られるようにな

りました。私はこれまで も人々に関心 を払 っ

ていましたが，今では，その関心 をどのよ っ

に示 したらよいか分か るよ.うになりました。

昔ほ どあっさりとあきらめな くなりました。

ですから私が伝道のおかげで大 き く変わった

ことに疑いの余地はあ りま.せん。

私は，解任 を待っている時 に，主が私の働

きを喜 んでいて下 さっているという証 を得 ま

した。伝道部長 の面接 を受けた時は， とて も

感激 しました。特に伝道部長が私の 目を見詰

めて，『私はあなたのことを誇りに思 っていま

す』 と言って くれた時は，本当に感激でした。

私はその言葉で十分報 われました。振 り返っ

てみると，最善 を尽 くして主に仕 えた とい う

思いが込みあげ，感慨無量です。伝道は他で

は決 して得 ることのできない満足感 と平安 を

与えて くれ ます唱

ほかにも素晴 らしい部分がある。「私は，帰

還後聖餐会で何 を話そ うか とあれこれ考 えま

した。その聖餐会にふさわ しい話 をしたかっ

たのです。後 日，ブ リガム ・ヤ ング大学にい

る私 のところへ監督か ら手紙が きました。私

の話を聴いて，ワー ド部の青少年が3人 ，伝

道に出る計画を立て始めた というのです。

私 はこれ まで，伝道に出 るようにとい う召

しに応えたことを，一度 も後悔 したことはあ

りません。伝道はこれまで最 もや りがいのあ

ることで した。ですか ら，一生懸命働い々2

年 間に感謝 さえしています。伝道は私の性格

を強めて くれましたし，少な くとも，天父が

望 まれるような人間になる第一歩を踏み出さ

せて くれたのですか ら。家にいては学べ ない

ことを沢山学びました。教会は疑いなく真実

です。私はその会貝 であることを本 当に感謝

しています。また，救い主 との間に築 き上げ

ている関係に心か ら感謝 しています。それ こ
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そが私 の伝道の成果であって，それ以外の何

もので もないか らです，」

実に素晴 らしい手紙であ る。主こそ世界で

最高の利息 を支払って下 さる御方であ ると，

何 のため らいもな く申し上げることができる。

6パ ーセン トや8パ ーセン トでな く，1，000パ

ー セン トもの利息を支払って下 さるか らであ

る。しか も， その利息は一時的な ものではな

く，永遠に続 くのであ る。何 と驚 くべ き配当

ではないだろ うか。

しか し， 自分の進歩だけ を目的 として伝道

に出ることは，間違 った動機で正 しいことを

するの と同 じである。主のみ業のために赴 く

という召しに応 える人はだれぞも，他の人々

の生活に祝福 をもたらす とい う，全 く非利 己

的な望みをその目的 としていなければな らな

いのである。

救 い主 と同 じように，神の代理 を務めるこ

とが，神権の権能 を持 ち， それに付随する義

務 を引き受けている私たちの仕事なのである。

それは必ず しも私たちに都合の良い ものでは

ないか も知れない。 しか し，最 も大切 なこ と

は，主のみ たまの ささや くままに，みたまの

指示に従 うとい うことである。伝道に召 され

るというこ とは，決 して容易なことではない。

むしろほとんどの場合，幾多の苦 闘が付 き物

であ る。 また，大 きな犠牲 が求め られ， 目

標達成のためには，例外な く数 々の重労働 と

堅い信仰が必要 とされる。

神権 を持つ兄弟の皆 さん，つい最近聖任 さ

れたばか りの執事であろうと，あるいは経験

豊かな大祭 司であろうと，皆 さんの義務は伝

道の召しに備えることである。これ までに伝

道に出た経験がない人は，主のみこころに従

って，伝道の備 えをしていただ きたい。過去

に伝道の経験があ.る人に対 しては，主はもう

一度伝道に出る準備 をす るよう望んでおられ

る。世界には，私たちが現在持っているもの

を必要 としている人々が40億 人 もいる。しか

も，急を要す るのである。

最後 に， アンギア ノ長老が最近経験 したあ


